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例　言

１　本書は石子町ハサバダ遺跡の発掘調査報告書である。

２　遺跡の所在地は石川県能美市石子町地内である。

３　調査原因は、道路改良事業一般県道和気寺井線であり、同事業を所管する石川県土木部道路建設

課（南加賀土木総合事務所）が、石川県教育委員会に発掘調査を依頼したものである。

４　調査は財団法人石川県埋蔵文化財センターが石川県教育委員会から委託を受けて、平成２３（２０１１）

年度から平成２６年度に実施した（平成２５年度から公益財団法人石川県埋蔵文化財センターとなる）。

業務内容は現地調査、出土品整理、報告書刊行である。

５　調査に係る費用は、石川県土木部道路建設課が負担した。

６　現地調査は平成２３年度に実施した。期間・面積・担当グループ・担当者は下記のとおりである。

　　　期　間　　平成２３年１０月３日〜平成２３年１１月９日　　　　面　積　　７５０㎡

　　　担当グループ　　調査部特定事業調査グループ

　　　担当者　　北川晴夫（主幹）、澤辺利明（専門員）、畑山智史（嘱託）

７　出土品整理は平成２５年度に実施し、公益財団法人石川県埋蔵文化財センター調査部特定事業調査

グループが担当した。

８　報告書の原稿作成・刊行はそれぞれ平成２５・２６年度に実施した。原稿作成は北川晴夫（調査部特定

事業調査グループ主幹）、編集は松山和彦（調査部県関係調査グループリーダー）が行った。

９　調査には下記の機関の協力を得た。

　　石川県土木部道路建設課、石川県南加賀土木総合事務所、能美市教育委員会

１０　調査に関する記録と出土品は石川県埋蔵文化財センターで保管している。

１１　本書についての凡例は下記のとおりである。

　⑴　方位は座標北であり、座標は国土交通省告示の平面直角座標Ⅶ系に準拠した。

　⑵　水平基準は海抜高であり、Ｔ．Ｐ．（東京湾平均海面標高）による。

　⑶　出土遺物番号は挿図と写真、観察表で対応する。
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第１章　経　　　過

第１節　調 査 の 経 過

　平成２３年度の石子町ハサバタ遺跡の発掘調査は、道路改良事業一般県道和気寺井線を調査原因とし、

石川県教育委員会（以下、県教育委員会）から委託を受け、財団法人石川県埋蔵文化財センター（平成２５

年度からは公益財団法人石川県埋蔵文化財センター　以下、県埋蔵文化財センター）が実施したもので

ある。

　一般県道和気寺井線は、能美市和気町から寺井町に至る道路で、「能美市合併まちづくり計画」では、

同市の東西を結びつける道路に位置づけられ、能美郡根上町、寺井町、辰口町が合併（平成１７年２月１

日）して誕生した能美市の一体化を助ける重要な路線とされている。石川県は能美市湯谷町から末信町

間の１.５㎞について、平成１７年度より合併支援道路としてバイパス整備に着手した。この道路改良事業

により、山側の泉台ニュータウンや辰口ハイタウンと寺井地区の市街地、さらに海側の工業団地を結び、

同市の一体化及び、地域の活性化が図られることが期待されている。

　事業に先立ち平成２２年１０月２２日、平成２３年１月１９日に県教育委員会が試掘調査を実施し、新たに埋

蔵文化財包蔵地「石子町ハサバダ遺跡」を確認した。道路改良事業の実施による遺跡への影響が避けら

れないため、平成２３年３月２２日付け南加土第５５７４号で、石川県南加賀土木総合事務所（以下、県南加賀

土木総合事務所）から県教育委員会あてに文化財保護法第９４条第１項に基づく発掘通知が提出された。

これに対し、県教育委員会は平成２３年３月２３日付け教文第３４５０号で、県南加賀土木総合事務所に発掘

調査が必要とする旨を通知し、平成２３年度の発掘調査に至った。 
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第１図　一般県道　和気寺井線等概略図（石川県土木部ホームページより作図）
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第２節　発掘作業の経過

　平成２３年３月３１日付け南加土第５７６２号で、県南加賀土木総合事務所から県文化財課に発掘調査の依

頼があった。調査は県埋文センターへの委託事業として実施することとなり、平成２３年６月１日に委

託契約を締結した。平成２３年９月６日付け財埋第３５８号で、県埋文センターは文化財保護法第９２条に基

づく発掘届を県教育委員会に提出し、平成２３年１０月３日から１１月９日にかけて現地調査を実施した。

　平成２３年９月５日に、県南加賀土木総合事務所、県文化財課、県埋文センターの三者で現地打ち合

わせを実施し、調査区の範囲、排土置き場、駐車場の場所などについて協議を行った。１０月４日にハ

ウスの建て上げ、借り上げ機材の搬入を行い、翌５日から重機による表土除去作業を開始した。１２日

から遺構の検出・掘削を実施したが、昭和５１年に行われたほ場整備事業に係るパイプラインの敷設工

事による影響（撹乱）がみられた。２７日にはラジコンヘリコプターによる空中写真測量を実施した。１０

月３１日に借り上げ機材の返却、１１月４日にハウスの撤去、８日に埋戻し作業を行った。９日には現地

にて県南加賀土木総合事務所、県文化財課、県埋文センターで調査状況などを確認し、現地引き渡し

を行い、現地作業を完了した。なお、調査体制は以下の表のとおりである。

第３節　整理等作業の経過

　出土品整理は県教育委員会から県埋文センターへの委託事業として実施した。平成２５年度は遺物の

記名・分類・接合、遺物の実測・トレース、遺構図のトレース、遺物の写真撮影及び報告書原稿の作

成、平成２６年度は報告書の編集・刊行を行った。なお、整理等作業の体制は以下の表のとおりである。 

第２節　発掘作業の経過

平成２６年度平成２５年度平成２３年度調査・整理年度

平成２３年１０月３日〜１１月９日現地調査期間

平成２５年１０月４日〜１１月２９日出土品整理期間

公益財団法人石川県埋蔵文化財センター
（理事長　木下公司）

公益財団法人石川県埋蔵文化財センター
（理事長　木下公司）

財団法人石川県埋蔵文化財センター
（理事長　竹中博康）調査・整理主体

小崎隆司（専務理事）橋本定則（専務理事）浜崎　洋（専務理事）総　括

栗山正文（事務局長）栗山正文（事務局長）栗山正文（事務局長）事　務

山口　登（総務ＧＬ）山口　登（総務ＧＬ）浅香繁春（総務ＧＬ）総　務

福島正実（所長）
藤田邦雄（調査部長）
松山和彦（県関係調査ＧＬ）

福島正実（所長）
藤田邦雄（調査部長）
土屋宣雄（特定事業調査ＧＬ）

三浦純夫（所長）
福島正実（調査部長）
浜崎悟司（特定事業調査ＧＬ）

調査・整理

調査・整理体制
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第１章　経　　　過

調査区

  300ｍ（ 1 / 5,000 ）0

100ｍ（ 1 / 2,000 ）0

第２図　調査区位置図（Ｓ＝１/５,０００）

第３図　工事計画と調査区（Ｓ＝１/２,０００）
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第３節　整理等作業の経過

1
耕土
旧耕土

黄灰色砂質土
（ベース）

18cm
28cm

50cm

２

黄灰色砂質土
（ベース）

耕土
旧耕土

20cm
36cm
40cm

３

黄灰色砂質土
（ベース）

耕土

旧耕土
25cm

50cm

４
耕土

旧耕土

濁黒褐色シルト
灰白色シルト

20cm

60cm
72cm

５

耕土

灰色粘土
濁黒褐色シルト
濁黄灰色土

黒褐色シルト 74cm

92cm

45cm

65cm

86cm

６

耕土

黒褐色シルト

濁黄褐色土 (整地土 )
褐色シルト

80cm

48cm
62cm
72cm

90cm灰白色粘土遺構か
（ベースしっかり固い）

７

耕土

灰白色粘土 102cm

88cm

48cm

黒色シルト
64cm

（上方はシルト）
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第４図　石子町ハサバダ遺跡試掘位置図（S＝１ / ２,０００）、柱状図
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第２章　遺跡の位置と環境

第１節　地 理 的 環 境

　石子町ハサバタ遺跡は、石川県能美市石子町地内に所在する。

能美市は石川県南部、加賀地方のほぼ中央に位置し、平成１７

（２００５）年２月１日に能美郡の根上町・寺井町・辰口町の３町の合

併により誕生した。面積は８３.８５㎢、人口は４９,８３１人（平成２６年１２

月１日現在）である。

　市域を概観すると、北部は白山（標高２,７０２ｍ）に源を発する県

下最大河川の手取川が西流し、この川により能美郡川北町とは概

ね画されている。東部は白山山系に連なる能美丘陵と呼ばれるな

だらかな丘陵地が広がり、白山市と接する。南部は小松市と接し、

梯川支流の鍋谷川の一部を小松市との境とする。西部は小松砂丘

と呼ばれる海岸砂丘が形成され、日本海に面する。また、能美丘

陵と海岸砂丘に挟まれた市域はほとんどが手取川扇状地上の平

坦地であり、中央部には海に浮かぶ群島のように寺井山・和田山・

末寺山・秋常山・西山の標高３０〜４０ｍの５つの独立丘陵が点在し、

南西部には砂丘背後の後背湿地がみられる。

　遺跡のある石子町は、古墳群として全国的にも著名な和田山と

能美丘陵の間に開けた手取川扇状地上の平坦部に立地する。標高約１１ｍの位置に立地し、周囲より微

かに小高く、１８９６（明治２９）年の手取川出水時にも浮城のようになり、浸水被害から免れたと記録にある。

　周辺を流れる得橋用水や大門用水（和田川）には、近年までフナやコイ、ナマズなどの川魚が豊富に

生息し、灌漑排水や生活用水の利用だけでなく、重要な蛋白源を得る場でもあった。近年は都市化傾

向の中にあるが、市街化区域から離れているため、現在も農村の面影を保っている。

　「石子」の名は、確認した資料では、江戸時代の慶長１０（１６０５）から寛永１３（１６３６）年に写されたとされ

る「加賀国絵図」（古写図）に初めて登場する。「石子」の由来は、石清水八幡宮の神領であったとか、和

田山や和田川がかつては石山、石川と呼称されていたことと関連するようだが、具体的には明らかで

はない。周辺に縄文時代晩期から中世に至る遺跡が確認されており、集落の営みは、文献資料に記載

されるよりも遡る。

　「ハサバダ」の名も同様に不明であるが、穀物や野菜を刈り取り後に束ねて天日に干せるように木材

や竹などで柱を組んだものを「稲木（いなぎ）」と呼び、地方によっては「稲架（ハサ）」ともいわれる。金

沢市北部のある地区では、かつて「稲架（ハサ）」を設けた田のことを「ハサバ」と呼んでおり、遺跡周辺

でも、かつて「稲架（ハサ）」を設けた田がみられたことが、「ハサバダ」の名称の由来になったと考えら

れる。 
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●
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●
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第５図　遺跡の位置
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第２節　歴史的環境

　能美市は、旧石器時代から近世に至るまで連綿と数多くの遺跡が営まれ、特に旧寺井町から旧辰口

町にかけての手取川左岸は遺跡密集地帯である。以下、本遺跡周辺に所在する遺跡を中心に概観する。

　能美市で最も古い人類の痕跡は、第６図から外れるが、灯台笹集落背後の台地上で発見された灯台

笹遺跡であり、昭和４４（１９７９）年に県内で初めて旧石器時代の遺跡調査が実施された。

　能美丘陵とその周辺は、旧石器時代以降も好適な生活環境であったと考えられ、縄文時代の遺物が

出土した遺跡が点在する。石子町周辺には、中期の土器片数点が確認された佐野Ｂ遺跡（２９）、後・晩

期の土器がまとまって出土した牛島ウハシ遺跡（２７）、同じくわずかに出土した和田山下遺跡（１４）など

がある。

　稲作が始まった弥生時代は、能美市では前・中期まで遡る遺跡は少ないが、牛島ウハシ遺跡からは

前期の特徴を有する土器がまとまって出土した。また牛島ウハシ遺跡や和田山下遺跡などからは中期

の土器片が報告されている。後期は、遺跡数が飛躍的に増加し、和田山など独立丘陵上や大長野Ａ遺

跡（２１）や佐野Ａ遺跡（３１）など鍋谷川流域の平地上を中心に分布している。その背景には、鉄器の普及

による農業技術の向上によって、食料の安定的供給が進み、それを反映した集落の拡大・分村がある

と考えられる。

　古墳群としては、本遺跡北方に点在する低丘陵に築かれた「能美古墳群」が著名である。弥生時代終

末期における西山古墳群（６）中の共同墓地的な土壙墓群の段階から寺井山６号墓（１５）など有力者の墳

墓を経て、前期初頭に和田山１４・９号墳（１３）などの古墳が登場する。両者とも方墳で和田山９号墳は

一辺約２４ｍ、また同１４号墳（１辺１６ｍ程度）の周溝からは特殊な壷形土器が出土している。

　やがて能美古墳群の築造は本格化し、前期前半に末寺山５号墳・６号墳（ともに前方後方墳）（１１）、

さらに中期初頭には加賀地方最大の前方後円墳である秋常山１号墳（全長約１４０ｍ）（８）が威容を誇る。

中期後葉にも和田山５号墳（前方後円墳、全長約５５ｍ）や秋常山２号墳（方墳、２７×３２.５ｍ）が築造され、

後者は円筒埴輪、朝顔形埴輪など能美古墳群で唯一埴輪を採用した例として知られる。続く中期末葉

から後期前半にかけて円墳の盛行期を迎え、能美古墳群の半数以上がこの時期に属する。和田山６号

墳（円墳、直径約２５ｍ）では切石積横穴式石室の導入がみられる。終息期にあたる６世紀後半以降には、

再び主な舞台を西山に移し西山８号墳・９号墳などが築造される。

　奈良・平安時代の遺跡は、本遺跡の周囲半径約３㎞内に多く確認されている。徳久・荒屋遺跡（４）、

第６図から外れるが下開発遺跡は発掘調査の成果などから、東大寺文書に「江沼郡幡生村、四至東比楽

河、南岡、西床滑山道並神力良家、北十五条与十六条堺畦、地五十町五段六十四歩」とみえる東大寺領

幡生庄域に比定されるとの見方が有力である。小長野Ｃ遺跡（２０）から多数の墨書土器が出土し、なか

でも「野美」の文字が記された墨書土器が出土したことから、能美郡家の所在地を探る有力な手がかり

が得られたといえる。第６図から外れるが、能美丘陵には須恵器の窯跡が多く分布し、国指定史跡末

松廃寺跡（野々市市）で用いた瓦を生産したことで知られる湯屋窯跡などがある。

　１２世紀以降、集落の確認例が増加している。当該期の遺跡としては、本遺跡の近くに位置する石子

遺跡（１０）があげられ、珠洲焼、青磁などが出土している。その他に高堂遺跡（１７）、河田館遺跡（３３）、

上八里中世墓（３８）などが確認されている。 
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第２章　遺跡の位置と環境
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第６図　周辺の遺跡（Ｓ＝１/２５,０００）

時　代遺　跡　名No時　代遺　跡　名No時　代遺　跡　名No

不詳下出地割遺跡３２弥生・古墳・古代・
中世高堂遺跡１７弥生・古墳・中世石子町ハサバダ遺跡１

縄文・古代・中世河田館遺跡３３不詳小長野遺跡１８古墳湯谷遺跡２

縄文・古代河田向山下遺跡３４弥生小長野Ｂ遺跡１９縄文・古墳・中世高座遺跡３

古墳向山古墳群３５古代小長野Ｃ遺跡２０縄文・弥生・古墳・
古代・中世徳久・荒屋遺跡４

縄文上八里Ａ遺跡３６弥生大長野Ａ遺跡２１不詳徳久山上郷館遺跡５

不詳上八里２号窯跡３７古代大長野Ｂ遺跡２２弥生・古墳西山古墳群６

中世上八里中世墓跡３８古代牛島宮の島遺跡２３古墳西山横穴群７

中世八里向山Ｈ遺跡３９弥生・古墳・中世千代テジロＡ遺跡２４古墳秋常山古墳群８

縄文・古墳・中世八里向山Ｆ遺跡４０弥生・古墳・古代千代テジロＢ遺跡２５古代秋常遺跡９

旧石器・縄文・古代八里向山Ｂ遺跡４１古墳・古代千代テジロＣ遺跡２６中世石子遺跡１０

旧石器・縄文・弥生・
古墳・古代八里向山Ｃ遺跡４２縄文・弥生・古墳・

古代・中世牛島ウハシ遺跡２７古墳末寺山古墳群１１

旧石器・縄文・弥生・
古墳・古代八里向山Ｄ遺跡４３古代挟野神社前遺跡２８古代末寺山下遺跡１２

古墳八里向山Ｊ遺跡４４弥生・古墳・古代佐野Ｂ遺跡２９古墳和田山古墳群１３

縄文・弥生八里向山Ａ遺跡４５古代佐野八反田遺跡３０縄文・弥生・古墳・
古代・中世和田山下遺跡１４

弥生・古代八里向山Ｇ遺跡４６弥生・古墳・古代佐野Ａ遺跡３１古墳寺井山古墳群１５

−−弥生高堂四方堂遺跡１６

第１表　周辺の遺跡一覧
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第３章　調査の方法と成果

第１節　調 査 の 方 法

　調査区は、長さ約１０５ｍ、最大幅約１０ｍ、面積７５０㎡のやや湾曲した細長い形状を呈する。調査区の区割

りは公共座標を基準に１０ｍ格子のグリッドを設けて、南北軸を南から北方向にＡ〜Ｈのアルファベット、

東西軸を西から東方向に１〜８のアラビア数字を振り、これを組み合わせて表した（第７図）。調査区の東

から南側はコンクリート製のＵ字溝が敷設されていたことから、調査区の北側から南西側の壁面で土層を

確認し、調査を進めた。遺物は土坑（ＳＫ）、小穴（Ｐ）、溝（ＳＤ）、性格不明遺構（ＳＸ）の遺構の種類別に

番号を付して取り上げた。性格不明遺構（ＳＸ）に関して、基本的には、土層断面を確認するために設けた

５箇所のトレンチを境として小区画（ＳＸ０１ア〜エ・ＳＸ０２ア〜エ）を設定し、区画ごとに取り上げた。

第２節　層　　　序

   a〜ｅの５地点で、基本的な土層の確認を行った（第８図）。１層は厚さ約２０〜３０㎝の褐色の盛土で、

黄褐色シルトが混じる。２層は黄褐色の耕作土であり、ｄ・ｅ地点では最上位に位置し、ａ・ｂ・ｃ

地点では１層の下位層となる。２層は鉄分の有無により土層は細分化され、鉄分を含む層は整地土の

可能性もある。３層は暗オリーブ褐色粘質土で、古い時期の耕作土か。５層は暗褐色粘質土で、中世

の包含層と考える。５層の下には黄褐色砂質土の６層が堆積する。８層は黒褐色粘質土で、ＳＸ０１・

ＳＸ０２の覆土である。その下層には、黄褐色シルトが多く混じる１２層の暗褐色粘質土、１３層・１４層の

暗褐色砂質土がみられ、後２者はＳＸ０１・ＳＸ０２の覆土である。５層、６層、１２層の下層は黄褐色シ

ルトの地山土で遺構検出面となる。調査区北東端からＳＸ０１（ｃ地点）以東は、遺構検出面（地山）は地

表下約７０〜１００㎝を測り、それ以西は北東から南西方向に向かって緩やかに下がっていく。

第３節　遺　　　構

　調査区の概ね北東側では中世の柱穴、柵、竪穴状遺構、土坑、小穴、溝、南西側では弥生時代後期

から古墳時代前期の土坑、小穴、溝、ＳＸ０１・ＳＸ０２（河道）の遺構を検出した。以下、種類別に記す。

１．柱　　穴　　列

　Ｄ４・５グリッドで検出した一直線上に配置された柱穴３基を柱穴列Ⅰ、Ｅ５グリッド、Ｆ５・６

グリッドで検出した５基の柱穴を柱穴列Ⅱとする。

柱穴列Ⅰ（第９・１１図）　柱穴Ｐ０６・Ｐ０７・Ｐ０８は平面形が円形を呈し、径と検出面からの深さはＰ０６

が約９０㎝と５５㎝、Ｐ０７が約６５㎝と４５㎝、Ｐ０８が約７０㎝と５５㎝、柱間の長さはＰ０６－Ｐ０７間約４.９ｍ、Ｐ

０７－Ｐ０８間約４.１ｍを測る。覆土はいずれも暗褐色土を主体とする。これらの柱穴の径・深さ等から、

３基は掘立柱建物の一部を構成する可能性が考えられる。Ｐ０６－Ｐ０８を建物の長軸方向とすれば、そ

の主軸は（Ｎ－３０° －Ｅ）である。Ｐ０６から弥生土器（小片で時期不明）、Ｐ０７・Ｐ０８から加賀焼、中世の

土師器が出土した。遺構の時期は中世である。

柱穴列Ⅱ（第９・１２図）　柱穴群と表現した方が適切であろう。柱穴Ｐ０２・Ｐ０４・Ｐ０９・Ｐ１０・Ｐ１１は
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平面形が円形を呈し、そのうちＰ０２は断面観察から楕円形を呈する可能性もある。柱穴の径と検出面

からの深さはＰ０２が６０㎝以上と約３０㎝、Ｐ０４が共に約６０㎝、Ｐ０９が約５０㎝と６０㎝、Ｐ１０が約４０㎝と６５

㎝、Ｐ１１が約７０㎝と６０㎝を測る。覆土はいずれとも暗褐色粘質土を主体とし、Ｐ０２・Ｐ１０は柱痕が認

められる。Ｐ０２は検出面からの深さが他の４基からみて約３０㎝浅く、Ｐ０９・Ｐ１０は他の３基からみて、

前者は１０〜２０㎝、後者は２０〜３０㎝径が小さい。柱穴は５基しか確認されていないが、柱穴の位置と径

からみて、複数の掘立柱建物が存在していたと考えられる。Ｐ０４から加賀焼（越前焼）、胎土が１５〜１６

世紀とみられる土師器、Ｐ０９・Ｐ１０・Ｐ１１から中世の土師器が出土した。遺構の時期は中世である。

なお、Ｐ０５は覆土が黄褐色シルトを主体とすることから、他の５基と性格が異なると考えられる。

２．柵　ＳＡ０１・ＳＡ０２（第９・１３図）

　ＳＡ０１は柱穴６基、ＳＡ０２は柱穴７基検出した。柱穴は平面形が約２０前後の隅丸方形又は方形を呈し、

検出面からの深さ約２０〜２５㎝のものが主体をなす。覆土はＳＡ０１が暗褐色粘質土あるいは黒褐色粘質

土に黄褐色シルトの土が入り、ＳＡ０２が暗褐色粘質土に黄褐色シルトの土が入るものが主体をなす。

柱穴の断面観察から、Ｐ２０〜Ｐ２２・Ｐ２４・Ｐ２６は柱痕が認められ、柱の径は約１０㎝と想定される。Ｓ

Ａ０１・ＳＡ０２各々の柱間の長さは前者が１.８〜２.１ｍ、後者が２.１〜２.３ｍを測り、後者が前者と同じか、

あるいは若干長い。柵の主軸はＳＡ０１が（Ｎ－３２° －Ｅ）、ＳＡ０２が（Ｎ－３５° －Ｅ）で、両者は調査区内

で交わっていたことから、柵は作り替えがなされたことがわかる。なお、ＳＡ０１・ＳＡ０２は調査区外

へ延びる可能性がある。出土遺物はないが、主軸方向が柱穴列Ⅰとほぼ同一であること、覆土に暗褐

色粘質土を含むものが多いことから、中世の遺構と考える。

３．竪穴状遺構　ＳＩ０１・（第９・１４図）

　調査区北東側端部に位置する。遺構は一部のみ検出し、検出部分から判断して平面形は方形を呈してい

ると考えられ、規模は５ｍ以上×３ｍ以上を測る。この遺構は検出面からの深さが約１０㎝と浅く、貼床は

認められず、柱穴も検出されなかった。覆土は黒褐色粘質シルトであり、焼土、炭化物が混じっていた。

遺構から須恵器や１４世紀まで下らないと考えられる中世の土師器が出土した。遺構の時期は中世である。

４．土　　　坑

ＳＫ０１・０２・０３（第９・１４図）　ＳＫ０１・ＳＫ０２は撹乱により分断されていたために遺構番号は別々に

付したが、１つの遺構である。ＳＫ０３は平面形が台形状を呈する。ともに覆土は暗褐色粘質土を主体

とし、弥生土器小片が出土した。土器は混入で、中世の遺構と考える。

ＳＫ０４（第９図）　調査区南西側の端部で一部検出し、弥生土器（小片で時期不明）が出土した。周囲の

遺構の時期から判断し、弥生時代後期後葉から古墳時代前期初頭の遺構であろう。

５．小　　　穴（第９図）

　Ｐ０１・Ｐ０３・Ｐ０５・Ｐ１２・Ｐ１３・Ｐ１４・Ｐ１５・Ｐ１７・Ｐ１８は、Ｐ０３（中世？の土師器出土）以外は弥

生土器（小片で時期不明のものが主体）が出土した。Ｐ０１・Ｐ０３・Ｐ１５・Ｐ１８は覆土が調査区北東側の

溝などと同じ暗褐色粘質土であり、弥生土器は混入で遺構は中世のものと考える。Ｐ１４は出土遺物か

ら弥生時代終末期の遺構であり、Ｐ１３・Ｐ１７は覆土（黒褐色粘質土、灰黄色土主体）や周囲の遺構の時

期から判断し、弥生時代後期後葉から古墳時代前期初頭と考える。また、Ｐ１２はＳＸ０１（河道）に注ぐ

溝を通じてＳＸ０１と繋がり、ＳＸ０１と同時期に機能していた小穴である。Ｐ０５は黄褐色シルト主体の

第３章　調査の方法と成果
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覆土であり、時期は不明である。

６．溝

ＳＤ０１（第９・１４図）　東から西へやや湾曲しながら流れ、調査区を横切る。幅は約３０〜４５㎝、検出面

からの深さは約１０〜２０㎝を測り、覆土は黒褐色粘質土を主体とする。１２〜１３世紀頃の加賀焼が出土し、

中世の遺構である。覆土から竪穴状遺構と同時期の遺構と考える。

ＳＤ０２・ＳＤ０３（第９・１４図）　ＳＤ０２・ＳＤ０３はＳＤ０１を切り、やや湾曲し、並走しながら南北方向

に走る。ＳＤ０２は幅約５０〜８０㎝、深さ約５〜１５㎝、ＳＤ０３は幅約５０〜１２０㎝、深さ約１０〜３０㎝を測る。

両溝の覆土は暗褐色粘質土を主体とし、ＳＤ０２からは１４〜１５世紀の青磁、ＳＤ０３から弥生土器（小片で

時期不明）、須恵器、中世の土師器が出土した。両溝は中世の溝で、同時期と考えられる。

ＳＤ０４（第９・１４図）　概ね南北方向に走り、調査区を横切る溝で、幅約４０〜１００㎝、深さ約１０〜３０㎝を

測る。Ｅ５区では、幅約６０㎝、長さ約３ｍにわたる長方形のテラス状を呈する箇所、Ｆ６区では、幅

が約８０㎝から約２０〜３０㎝に急に変わる箇所がみられた。覆土は暗褐色シルトを主体とする。行火や古

瀬戸のおろし皿など中世の遺物が出土し、やや多くの弥生土器小片（古式土師器を含む可能性あり、Ｓ

Ｄ０７、ＳＤ０８も同じ）も出土した。弥生土器は混入で、遺構の時期は中世である。

ＳＤ０５・０６（第９・１４図）　ＳＤ０５は南東－北西方向、ＳＤ０６は東西方向に走り、両溝は検出面からの

深さが約５㎝程度で浅い。覆土は前者が暗褐色粘質土、後者は暗褐色シルトが主体である。ともに出

土遺物はないが、覆土から中世の遺構と考える。

ＳＤ０７（第９・１５図）　ＳＸ０１の南西側を湾曲しながら東から西へ流れる。幅は約４０〜１２０㎝、検出面からの深

さは約１５㎝を測る。覆土は灰褐から灰色粘質土を主体とし、弥生終末期を中心とする土器が多く出土した。

ＳＸ０１の覆土と異なるが、ＳＸ０１とＳＤ０７出土の土器が接合することから、ＳＸ０１と同時期の可能性がある。

ＳＤ０８（第９・１５図）　東から西へやや湾曲しながら流れ、ＳＸ０２（河道）に注ぐ。幅は約１２０〜１５０㎝、

検出面からの深さは約３５〜５０㎝を測る。この溝から弥生終末期を中心とする土器がやや多く出土した。

ＳＸ０２との合流部では、この溝の第１層の上層にＳＸ０２の覆土（黒褐色粘質土）が堆積していたことか

ら、ＳＤ０８は河道が廃絶するまで機能していたと考えられる。

７．ＳＸ０１・ＳＸ０２（河道　第９・１５〜１7図）

　土層の堆積状況や周辺の地形からＳＸ０１・ＳＸ０２は一連の河道で、後者を経由し前者へと流れてい

たと推定される。ＳＸ０１（イ）トレンチでは、第６層の黄褐色シルト（地山に近似）を挟んで上下に堆積

が認められ、河道は上層の新段階（以下新河道と仮称）と、下層の旧段階（同じく旧河道）に二分できる

可能性を有する。

　新河道部分は最大幅が５ｍ以上、深さは最も深いところでは約６０㎝を測る。トレンチ５地点いずれ

でも新河道の上部で黒褐色粘質土、暗褐色粘質土が確認でき、最上位の黒褐色粘質土からは多量の土

器が、加えてＳＸ０２（イ）トレンチ近くの新河道底部や、ＳＸ０２エ区の暗褐色粘質土などからも土器が

まとまって出土している。なおＳＸ０２（イ）トレンチでは新河道の覆土全般に土器が含まれていた。新

河道（河道上層部）における土器の年代は、弥生時代終末頃から古墳時代前期初頭にかけてである。そ

の多くは調査区南側（河道右岸側）に想定される集落域からの廃棄資料と考えられる。

　ＳＸ０２ウ区で土坑状の凹み（ＳＸ０２内ＳＫ０１）を確認した。調査区端部にかかり、全容は不明である。

東側端部には、凹みの下端とほぼ幅を同じくする、長さで約１ｍの木が横たえられていた。この付近

の黒色粘質土からは多量の土器が出土した。  

第３節　遺　　　構



－１１－

第３章　調査の方法と成果

10
.00

10.00

10
.00

10
.00

9.8
0

9.80

9.8
0

9.8
0

9.6
0

9.4
0

9.2
0

9.2
0

9.2
0

9.4
0

9.40

9.6
0

9.2
0

9.0
0

9.6
0

9.0
0

9.2
0

9.2
0

9.4
0

(ｱ
)ﾄ
ﾚﾝ
ﾁ

SX
01

SD
06

(ｱ
)ﾄ
ﾚﾝ
ﾁ

SX
02

(ｲ
)ﾄ
ﾚﾝ
ﾁ

SX
02

SD
08

(ｳ
)ﾄ
ﾚﾝ
ﾁ

SX
01

(ｲ
)ﾄ
ﾚﾝ
ﾁ

SX
01

SD
04

SD
01

P0
1

P2
6

P2
4

P2
5

P1
5

P0
8

P0
7

P0
6

P3
1

P3
0

P1
9

P2
9

P2
0

P2
8

P2
1

P2
7

P2
2

P2
3

SX
02

SK
04

P1
7

P1
2

P1
4

SD
07

P0
5

P1
8

P1
3SX
01

SX
01

SK
03

P0
2

P1
0

P0
3

SD
05

SD
03

SK
02

SK
01

SD
02

P1
1

P0
4

P0
9

撹 

乱

撹 

乱

撹 

乱

撹 

乱

撹 
乱

撹 

乱

撹 

乱

撹 乱

撹
 乱

撹
 乱

試
掘
杭

試
掘
杭

撹
 乱

撹
 乱

撹
 乱

撹 

乱

撹
 乱

試
掘
杭

撹
 乱

試
掘
杭

SD
09

F8
N
8E
4

F8
N
8

F8
N
3

F7
E8

F7

E7

E6

D
6

D
5

D
5S
8

C
4E
8

C
4

C
4S
5

B3
N
6

B3

B2

B2
S8

A1
E7

A1

9.
64

10
.2
7

9.
68

10
.2
0

10
.0
7

10
.0
5

10
.0
6

10
.0
0

9.
969.
93

10
.0
1

10
.0
3

9.
78

9.
98

9.
98

9.
92

9.
919.
85

9.
88

9.
83

9.
89

9.
85

9.
87

9.
73

9.
71

9.
68

9.
79

9.
739.
40

9.
63

9.
63

9.
14

9.
23

9.
48

9.
38

9.
34

9.
46

9.
44

9.
57

9.
45

9.
10

9.
72

8.
98

9.
05

9.
47

9.
08

9.
27

9.
23

10
.5
3

10
.6
0

10
.5
8

10
.5
5

10
.5
7

10
.5
7

10
.5
7

10
.5
8

10
.5
9

10
.6
0

10
.6
1

10
.2
7

10
.2
5

10
.4
9

10
.3
4

10
.2
1

10
.5
1

１ 盛土
2a 耕作土
2b 2a と同じ土　鉄分沈着強い　整地土の可能性もあり
2c 2a と同じ土　鉄分沈着　整地土の可能性もあり
３ 暗オリーブ褐色粘質土 (2.5Y3/3)　黄褐色シルト少し混じる
鉄分の沈着弱い　古い時期の耕作土？

４ 暗褐色シルト (10YR3/4)　遺構覆土
５ 暗褐色粘質土 (10YR3/4)　中世の遺物包含層
６ 黄褐色砂質土 (2.5Y3/2)　
７ 黒褐色粘質土 (10YR3/2)　黄褐色シルト少し混じる　ピット
８ 黒褐色粘質土 (10YR3/1)　SX01・SX02 の覆土
９ 暗褐色粘質土 (10YR3/4)　黄褐色シルト混じる、ピット覆土
10 暗褐色粘質土 (10YR3/4)　ピット　柱痕
11 暗褐色砂質土 (10YR3/4)　11 層より粘質　暗い土色
12 暗褐色粘質土 (10YR3/4)　黄褐色シルト多く混じる
13 暗褐色砂質土 (10YR3/4)　鉄分沈着　SX01 の覆土
14 暗褐色砂質土 (10YR3/4)　SX02 の覆土

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

9.70m

2a

2c

8
14 11

10.10m

1

2a

5 6

1

2a

5 3
5

3

4
10.10m

10.00m

1

2a
2b
2c

712
8

9
10

10.00m
2a

2b

2c

8
13

壁面土層ａ地点 壁面土層ｂ地点

壁面土層ｃ地点

壁面土層ｄ地点 壁面土層ｅ地点

（ 1 / 40 ） 2m0

  20ｍ（ 1 / 500 ）0

Ａ１

Ｂ１Ｂ１Ｂ１

Ｂ２Ｂ２Ｂ２

Ｂ３Ｃ２Ｃ２Ｃ２

Ｃ３Ｃ３Ｃ３

Ｃ４Ｃ４Ｃ４Ｄ３

Ｄ４Ｄ４Ｄ４

Ｄ５Ｄ５Ｄ５Ｅ４

Ｅ５Ｅ５Ｅ５

Ｅ６Ｅ６Ｅ６Ｆ５

Ｆ６Ｆ６Ｆ６

Ｆ７Ｆ７Ｆ７

Ｇ７Ｇ７Ｇ７

Ｇ８

Ｈ８Ｈ８Ｈ８

第７図　調査区グリッド図（S＝１/５００） 第８図　調査区壁面土層図（S＝１/４０）



－１２－

9.00

9.00

SX02

SD08

SD04

P08

P07

SX02

SK04

P17

P12

P14

SD07

P13
SX01

SX01

P06

撹 乱

撹 乱

撹 乱

撹 乱

撹 乱

撹 乱

SD09

10.07

9.68 9.79

9.40

9.63
9.63

9.23
9.48

9.38

9.34
9.46

9.44

9.45

9.10

9.72

9.05

9.47

9.08
9.27

9.23

10.57

10.58

10.59

10.60

10.61

10.27

10.25

10.49

10.34

10.21

10.51

9.57

10.00

10.00

10.00

SD06 SD04

SD01

P01

P26
P24
P25

P15
P08

P31

P30
P19

P29
P20

P28
P21

P22

P23

SK03
P10

SD05

SD03

SK02

SK01

SD02

P11

P04

P09 SA01

SA02

撹 乱

撹 乱

撹 乱

撹 乱

10.06

10.00

9.96

9.93

10.01

10.03

9.98

9.98

9.92

9.91

9.88

9.83
9.89

9.87

9.73

9.71

9.68
9.79

10
.5
3

10.58

10.55

10.57

10.57

10.57

P15P15P15

9.689.689.68

P18P18P18

パイプパイプパイプ

試掘杭試掘杭試掘杭

撹 乱撹 乱撹 乱

9.649.649.64

9.149.149.14

10.2710.2710.27

10.2010.2010.20

9.739.739.73

8.988.988.98

試掘杭試掘杭試掘杭

P03P03P03

P27P27P27

P05P05P05

P02P02P02

撹 乱撹 乱撹 乱

D5D5D5

撹 乱撹 乱撹 乱

撹 乱撹 乱撹 乱

試掘杭試掘杭試掘杭

9.859.859.85

9.789.789.78

10.0510.0510.05

9.859.859.85

10.6010.6010.60

10.0010.0010.00

柱穴列Ⅱ柱穴列Ⅱ柱穴列Ⅱ

竪穴状遺構竪穴状遺構竪穴状遺構

SX02内SK01SX02内SK01SX02内SK01

柱穴列Ⅰ柱穴列Ⅰ柱穴列Ⅰ

10
m

5
0

第９図　調査区全体図（S＝１/２５０）

第３節　遺　　　構



－１３－

第３章　調査の方法と成果

SD08

SD04

P08

P07

SX02ウ

SK04

P17

P12

P14

SD07

P13

SX01

P06

フ’フ’フ’
フ

ハ

ハ’

ヒヒヒ’

ナ

ナ’

ツツ ツ’ツ’ツ’

ノ’ノ’ノ’ノノ

ネネ

ネ’ネ’ネ’

ヌヌ
ヌ’ヌ’ヌ’

シシ

シ’
エ

エ’エ’エ’

ク’

ク

ソ’

ソソ

ニ’
ニニ

トト

ト’ト’ト’

サ

サ’

ヘ

ヘ’

オ オ’オ’オ’

キキ’キ’キ’

タ’

タセセ

セ’

チ

チ’

テテ
テ’テ’テ’

カ

カ’

ア

ア’

イ
イ’

ウ

ウ’

ケケ
ケ’

コ

コ’コ’コ’

SD06
SD04

SD01

P01

P26

P24
P25

P15
P08

P31

P30
P19

P29
P20

P28
P21

P22

P23

SK03

SD05

SK02

SK01

SD02

P04

P09

SA02

P15P15P15

P18P18P18

SD03SD03SD03

P03P03P03

P27P27P27

P05P05P05

P02P02P02

D5D5D5

SA01SA01SA01

P10P10P10P10

ウウ

SX01エSX01エSX01エ

SX02イSX02イSX02イ

SX02アSX02アSX02ア

SX02エSX02エSX02エ

SX01アSX01アSX01ア

柱穴１柱穴１柱穴１

P11P11P11

10
m

5
0

SX01(ｱ)ﾄﾚﾝﾁSX01(ｱ)ﾄﾚﾝﾁSX01(ｱ)ﾄﾚﾝﾁ

SX01(ｲ)ﾄﾚﾝﾁSX01(ｲ)ﾄﾚﾝﾁSX01(ｲ)ﾄﾚﾝﾁ

SX01(ｳ)ﾄﾚﾝﾁSX01(ｳ)ﾄﾚﾝﾁSX01(ｳ)ﾄﾚﾝﾁ

SX02(ｱ)ﾄﾚﾝﾁSX02(ｱ)ﾄﾚﾝﾁSX02(ｱ)ﾄﾚﾝﾁ

SX02(ｲ)ﾄﾚﾝﾁSX02(ｲ)ﾄﾚﾝﾁSX02(ｲ)ﾄﾚﾝﾁ

竪穴状遺構竪穴状遺構竪穴状遺構

SX02内SK01SX02内SK01SX02内SK01

SX01イSX01イSX01イ

土器溜まり

暗褐色土層暗褐色土層暗褐色土層

第１０図　土層断面位置図（S＝１/２５０）



－１４－

P15

P08P07

P06

SD04

P18

P13 SX01

SX01(ｱ)ﾄﾚﾝﾁ

SX01

SX01(ｲ)ﾄﾚﾝﾁ

撹 乱

乱

撹 乱

撹 乱 撹 

撹 乱

撹 乱

撹 乱

撹 乱

撹 乱

撹 乱

撹 乱

撹 乱

エ'エ

シ'シ

ネ

ソク

Ｃ'

Ｃ

C4

D5

2a
3a2b

3b撹乱
11

2a
3a

3b

12b
3b 4

3a

3b2a

9.90m
シ’シ

P06 P07 P08

１ 暗褐色土　黄褐色シルト多く混じる
2a 暗褐色土　黄褐色シルト混じる
2b 暗褐色土　2a より暗い

3a 暗褐色土
3b 暗褐色土 黄褐色シルト少し混じる
４ 暗褐色粘質土 3a より明るく、粘質性強い

  2ｍ0   （ 1 / 60 ）    5ｍ（ 1 / 100 ）0

第１１図　柱穴列Ⅰ（平面Ｓ＝１/１００　断面Ｓ＝１/６０）

第３節　遺　　　構



－１５－

第３章　調査の方法と成果

1

10.00m
キ キ’

123
4

5

5

10.00m
サ サ’

撹乱
1a 1a

1b

3 2 3

10.00m
ト ト’

1
2a

4
3

4

2b

10.00m
タ タ’

1
2

3 4

2
3

5

10.00m
ニ ニ’

1
2

33
4 56

7 8

１ 暗褐色粘質土 (10YR3/3）黄褐色シルト（地山）含む
２ 暗褐色粘質土 (10YR3/3）　
 ※　１・２層は別ピット？もしくはブロック状に混入？
３ 暗褐色粘質土 (10YR3/3）
４ 暗褐色粘質シルト (10YR3/3) 黄褐色シルト (地山 ) 含む
 １層より粘質性弱い　柱痕
５ 暗褐色粘質シルト (10YR3/3) 黄褐色シルト (地山 ) 多く混じる

1a 暗褐色粘質土　黄褐色シルト (地山 ) 僅かに含む
1b 暗褐色粘質土　黄褐色シルト (地山 ) 多く含む
２ 暗褐色粘質土　柱痕か？
３ 暗褐色粘質土　黄褐色シルト (地山 ) 含む

１ 暗褐色土　
2a 暗褐色粘質土　黄褐色シルト (地山 ) 僅かに含む
2b 暗褐色粘質土　黄褐色シルト (地山 ) 多く混じる
３ 暗褐色粘質土　黄褐色シルト (地山 ) 含む
４ 暗褐色粘質土　3層より明るく、粘質性強い

１ 暗褐色土
 2 層より明るい　ピット？
２ 暗褐色粘質土

３ 暗褐色粘質土　
 黄褐色シルト (地山 ) 含む
４ 暗褐色粘質土　
５ 黒褐色シルト

１ 暗褐色粘質土　黄褐色シルト少し混じる　柱痕
２ 暗褐色粘質土　黄褐色シルト多く混じる
３ 暗褐色粘質土
４ 黄褐色シルト　暗褐色粘質土混じる
５ 暗褐色シルト　ピット

１～５　SD04 覆土　６～８　P5覆土　
６ 黄褐色シルト　暗褐色土含む
７ 黄褐色シルト　混入したブロック　締りなし
８ 浅黄色粘質土　混入したブロック

10.00m
ヘ ヘ’

1 2
4

3
4

5

P11

P11

P09
P02

P10

P05 SD04

SD06
SK03

P05

P09
P10

P02 P04

P04

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

ヘ

ト’

ヘ’

ト

サ

サ’

ニ

キ

キ’

タ

タ’

P26

P24

P25

SD04

撹 乱

撹 乱

撹 乱

ニ'

P28

P21

P27

P22

P23

ソ
ク

Ｃ'

9.88

9.91

10.58

D6

  5ｍ（ 1 / 100 ）0（ 1 / 40 ） 2m0

第１２図　柱穴列Ⅱ（平面Ｓ＝１/１００　断面Ｓ＝１/４０）



－１６－

P2
6

P2
4

P2
5

SD
04

P0
5

SD
04

SD
06

SK03

P0
3

SD
05

P11

乱

撹
 乱

撹 乱

P3
0

P1
9

P2
9

P2
0

P2
8

P2
1

P2
7

P2
2

P2
3

P3
1

Ｓ
Ａ
０１

Ｓ
Ａ
０
２

ソ
'

ク
'

ソ クク （
 1
 /
 8
0 
）

4m
0

  2
ｍ

0
  （
 1
 /
 6
0 
）

撹
 乱
撹
 乱
撹
 乱

ク
’

ク
10
.0
0m

1 2
1’

1
1

2
2

3
1
3

4

5
4’

4
5

6

ソ
’

10
.0
0m ソ

1
2

3’ 2’
’

1
2

1
2 2’

1
2

1
3’

4
3
2

１
 暗
褐
色
粘
質
土
(1
0Y
R3
/3
)　
２
の
土
混
じ
る

1’
 
１
よ
り
粘
質
性
強
い

２
 黄
褐
色
シ
ル
ト
 (
地
山
 2
.5
Y5
/4
)　
１
の
土
混
じ
る

３
 １
と
２
半
々
に
入
る

　
　

４
 黒
褐
色
粘
質
土
(1
0Y
R2
/2
)　
２
の
土
混
じ
る

4’
 
４
よ
り
や
や
明
る
い

５
 ２
と
４
半
々
に
入
る

６
 オ
リ
ー
ブ
褐
色
シ
ル
ト
(2
.5
Y4
/6
)　
　

１
 暗
褐
色
粘
質
土
(1
0Y
R3
/3
)　
３
の
土
混
じ
る

２
 オ
リ
ー
ブ
褐
色
シ
ル
ト
(2
.5
Y4
/6
)

2’
 
２
よ
り
や
や
暗
い

2’
’ 
２
に
１
と
３
混
じ
る

３
 黄
褐
色
シ
ル
ト
(2
.5
Y5
/4
)

3’
 
３
に
１
混
じ
る

４
 １
と
３
半
々
に
入
る

※
P2
0
の
4’
、P
21
・
22
の
1、
24
の
1’
は
柱
痕

※
P2
6
の
３
’は
柱
痕

P2
3

P2
4

P2
2

P2
1

P2
0

P1
9

P2
8

P2
5

P2
6

P2
7

P2
9

P3
0

P3
1

第１３図　ＳＡ０１・ＳＡ０２（平面Ｓ＝１ / ８０　断面Ｓ＝１/６０）

第３節　遺　　　構



－１７－

第３章　調査の方法と成果

ク

撹
 乱

１ 黒褐色粘質土 (10YR2/2)
 にぶい黄褐色シルト、黄褐色シ
 ルト質土 (地山 ) 混じる

１ 暗褐色粘質土 (10YR3/3)　
 やや砂質

１ 灰黄褐色シルト 地山ブロック含む
２ 黄褐色地山土
3a 暗褐色粘質土
3b 暗褐色粘質土 地山ブロック含む

１ 暗褐色粘質土 (10YR3/3)
２ 暗褐色シルト　1層より明るく、
 粘質性弱い
３ 暗褐色粘質土　黄褐色シルト
 （地山）混じる 

１ 暗褐色粘質土　礫少し混じる
２ 暗褐色砂質土　礫少し混じる
 少し鉄分沈着
３ 黒褐色粘質土

１ 暗褐色シルト (10YR3/3)

１ 暗褐色粘質土 僅かに炭化物混じる
 鉄分沈着
２ 黄褐色シルト 暗褐色土含む
３ 暗褐色粘質土
４ 暗褐色粘質土 黄褐色土含む
５ 黄褐色シルト 暗褐色粘質土含む
６ 黄褐色シルト 暗褐色土含む
７ 黄褐色シルト 混入したブロック　締りなし
８ 浅黄色粘質土 混入したブロック
 １～５　SD04　　６～８　P05

１ 暗褐色粘質土 黄褐色シルト多く混じる
２ 暗褐色粘質土
３ 暗褐色粘質土 黄褐色シルト少し混じる
４ 暗褐色粘質土 黄褐色シルト少し混じる
 粘質性あり

１ 暗褐色粘質土 (10YR3/3) 　
 黄褐色シルト (地山 ) 混じる

１ 黒褐色粘質シルト (10YR3/2)　焼土、
 炭化物少し混じる　ケ・コ共通　

10.10m
イ イ’

1

10.10m
エ エ’

2
11

3a 3b

10.00m
オ オ’1

23

撹乱
復元線

テ テ’
1
2 3

ｓ

10.00m

10.00m
ニ ニ’

1
2

33

4 56
7 8

10.10m
カ カ’

1
1

セ セ’11

SD06
10.00m

10.00m
チ チ’

撹乱
1 2
3 4

ケ

ケ'

試掘杭 竪穴状遺構

コ'コ

10.20m
ケ

ケ
’

1

10.20m
コ  コ’

1

１ 暗褐色粘質土 (10YR3/3) やや砂質
２ 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)　
３ 暗褐色粘質土 (10YR3/3) やや砂質
４ 暗褐色粘質土 (10YR3/3) やや砂質　
 黄褐色シルト（地山）混じる
５ 暗褐色粘質土 (10YR3/3) ３層より粘質
 性強い　黄褐色シルト（地山）混じる

10.10m
ウ ウ’

1
2 34

5

10.10m
ア ア’

1

SD01

SD03

SD02

SD04（エ） SD04（オ）

SD04（テ）

SD04（ニ）・P05 SD05

SK03

  2ｍ0   （ 1 / 60 ）  

（ 1 / 40 ） 2m0

第１４図　竪穴状遺構（Ｓ=１ / ６０）・土層断面図１（Ｓ=１/４０）



－１８－

9.50m
ツ ツ´11 22

3
4

9.50m
ヒ ヒ´1

2
3 4

57
10

8
9

6

 9.60m
ヌ ヌ’

1 23 4 5
6
7

8 910 1112
1314 15

16 17

１　黒褐色粘質土 (10YR2/1)
２　暗褐色砂質土 (10YR3/3) 黄褐色シルト、暗褐色粘質土混じる
３　暗褐色砂質土 (10YR3/3)
４　黒褐色粘質土 (10YR3/2) 黄褐色シルト混じる
５　暗褐色粘質土 (10YR3/3) と黄褐色シルト半々に入る
６　褐色砂質土 (10YR4/4) 黄褐色シルト、黄褐色砂混じる
７　暗褐色粘質土（10YR3/4） 黄褐色砂混じる
８　黄褐色砂 (2.5Y5/3) 褐色砂混じる
９　暗褐色粘質土（10YR3/3） 黄褐色シルト、黄褐色砂混じる

１ 黒褐色粘質土(10YR2/1) SD08の１
２ 暗褐色砂質土(10YR3/3) SD08の２　
３ 暗褐色粘質土（10YR3/3） SX02(ア)トレンチの５
４ 暗褐色砂(10YR3/3) 砂はやや細かい
５ 褐灰色シルト(10YT4/1)
６ 黄褐色シルト(2.5Y5/4) SX02(ア)トレンチの12
７ 褐灰色シルト(10YR4/1) SX02(ア)トレンチの14
８ ７層と同じ
９ 褐灰色粘質土(10YR4/1) 黄褐色シルト混じる
10 褐灰色粘質土(10YR5/1)
    　

１ 黒褐色粘質土 (10YR3/1) 弥生土器多量に入る　　
２ 褐灰色粘質土 (10YR4/1)
３ 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) やや粘質
４ にぶい黄色砂 (2.5Y6/3) 腐植物入る
５ にぶい黄色砂 (2.5Y6/3) ラミナ入る　砂は細かい
６ にぶい黄色砂質土 (2.5Y6/3) 腐植物・ラミナ入る
７ にぶい黄色砂 (2.5Y6/3) 腐植物入る
 　４層～７層同一層
８ 黄褐色砂（2.5Y5/3） 褐灰色粘質土混じる

９ 暗褐色粘質土 (10YR3/3)
10 褐灰色砂質土 (10YR4/1) やや粘質
11 10 層と同じ 黄灰色砂混じる
12 黄褐色砂 (2.5Y5/4) 褐灰色粘質土混じる　腐食植物入る　
13 黄褐色シルト (2.5Y5/3)
14 黄褐色砂質土 (2.5Y5/4) 砂はやや細かい　やや粘質　鉄分沈着
15 黄灰色粘質土 (2.5Y5/1) 鉄分沈着
16 黄褐色砂（2.5Y5/1） 鉄分沈着
17 16 層と同じ

１ 灰褐色粘質土
２ 淡灰褐色粘質土 黄褐色シルト少し混じる
３ 灰色粘質土 黄褐色シルト少し混じる
４ 濁灰黄色砂 黄褐色シルト少し混じる

１　カクラン
２　黒褐色粘質土 (10YR3/1) SX01( ア ) トレンチの１
３　褐灰色粘質土 (10YR4/1) SX01( ア ) トレンチの２
４　褐灰色砂質土 (10YR4/1) ラミナ入る　にぶい黄色砂混じる
５　暗褐色粘質土 (10YR3/3) SX01( ア ) トレンチの９
６　黄褐色シルト (2.5Y5/3) SX01( ア ) トレンチの 13
７　褐灰色粘質土 (10YR4/1) やや砂質　ラミナ入る　にぶい黄色砂混じる
８　褐灰色砂 (10YR4/1) にぶい黄色砂混じる
９　褐灰色粘質土 (10YR4/1) ラミナ入る　にぶい黄色砂混じる
10　褐灰色砂 (10YR4/1) 腐食物入る

11 褐灰色粘質土 (10YR5/1) やや砂質　
12 褐灰色砂質土 (10YR5/1) ラミナ入る　にぶい黄色砂混じる
13 褐灰色細砂土 (10YR5/1)
 　７層～ 13 層　同一層　SX01( イ ) トレンチの 10・11 か　
14 黄褐色シルト質土 (2.5Y5/3)
15 褐灰色砂質土 (10YR5/1) やや粘質　鉄分沈着
16 にぶい黄色シルト (2.5Y6/3)
17 黄灰色砂 (2.5Y5/1) SX01 ア・トレンチの 16
18 17 層と同じ 鉄分沈着

ナ´ ナ
9.90m

1

2
34

5 6
7

8
9

ネ’
9.50m
ネ

18 151515 14
13

17 12

9

3
2

4
6 1

7 8

11
16

5
10

SD07 SD08

SD08

SX01（ア）トレンチ土層断面

SX01（イ）トレンチ土層断面

（ 1 / 40 ） 2m0※SX01・SX02トレンチ土層断面の太線は新河道を表す

第１５図　土層断面図２（Ｓ=１/４０）

第３節　遺　　　構



－１９－

第３章　調査の方法と成果

9.70m
フ フ’

3

1
4

15
21 5

14
16

20

8

11
13

19 17

7 10

18 12

6 2
 9

9.80m
ハ ハ’

1

2
3

4

5 6

7 8
17

9
10

1112

131313

1415
16

土器

土器 土器

ノ’ノ
9.50m

1
23 4

5
6

78
9

10
1112

13
14

15
1614

パイプ

SX01（ウ）トレンチ土層断面

SX02（ア） トレンチ土層断面

SX02（イ） トレンチ土層断面

８ にぶい黄褐色砂質土（2.5Y6/3） ラミナ入る
９ にぶい黄褐色砂質土（2.5Y6/3） やや粘質
10 にぶい黄褐色砂（2.5Y6/3） 褐灰色細砂混じる　
 　８層～10 層　同一層　
11 褐灰色砂質土（10YR4/1） やや粘質　砂はやや細かい
12 黄褐色砂（2.5Y5/4） 砂はやや細かい　SX01（ア）トレンチの12
13 黄褐色砂質土（2.5Y5/4） ラミナ入る　SX01（ア）トレンチの14か
14 黄灰色粘質土（2.5Y5/1） SX01（ア）トレンチの15か
15 黄褐色シルト（10YR5/8） 鉄分沈着
16 黄褐色砂（2.5Y5/1）

１ 黒褐色粘質土（10YR2/1） SX01（ア）トレンチの１
２ 褐灰色粘質土（10YR4/1） SX01（ア）トレンチの２
３ 暗褐色粘質土（10YR3/3）
４ 褐灰色砂質土（10YR4/1） やや粘質　ラミナ入る　
５ 褐灰色砂質土（10YR4/1） 黄褐色砂混じる
 　４層と５層　同一層　SX01（イ）トレンチの４
６ 黄褐色砂（2.5Y5/4） 
７ 黄褐色シルト（2.5Y5/4） 褐灰色粘質土混じる

10 褐灰色シルト（10YR4/1） 黄褐色粘質土混じる
11 褐灰色シルト（10YR4/1） 黄褐色シルト混じる
 　10 層と11 層　同一層
12 黄褐色シルト（2.5Y5/4） 褐灰シルト混じる
13 褐灰色シルト（10YR4/1）と黄褐色シルト半々に入る
14 褐灰色シルト（10YR4/1）
15 黄褐色シルト（2.5Y5/3）
16 オリーブ褐色砂（2.5Y4/4）
17 褐灰色粘質土（10YR6/1）
　　　

１ カクラン
２ 黒褐色粘質土（10YR3/1） SX01（ア）トレンチの１
３ ２層と同じ
４ 黄褐色シルト（2.5Y5/4） ２層混じる
５ 暗褐色粘質土（10YR3/3） SX01（ア）トレンチの９
６ ５層と同じ　　
７ 黒褐色粘質土（10YR2/2）
８ 褐灰粘質土（10YR5/1）
９ にぶい黄色砂（2.5Y6/3） ラミナ入る
 　SX01（ウ）トレンチ８～10か

１ 黒褐色粘質土（10YR3/1） SX01（ア）トレンチ１
２ １層と同じ
３ 黄褐色シルト（2.5Y5/4） SX02（ア）トレンチの４
４ 暗褐色粘質土（10YR3/3） SX02（ア）トレンチの５
５ 灰黄褐色砂質土（10YR4/2） 腐植物入る
６ 黒褐色粘質土（10YR2/2） SX02（ア）トレンチの７か
７ 褐灰細砂質土（10YR5/1） やや粘質　少し鉄分沈着
８ 褐灰砂質土（10YR4/1） やや粘質　少し鉄分沈着
９ 褐灰砂（10YR5/1）
10 にぶい黄色砂（2.5Y6/3） やや暗い
11 にぶい黄色砂（2.5Y6/3）
12 にぶい黄色粘質土（2.5Y6/3） 鉄分沈着　少し砂混じる

     

　　　　　　　　　
13 にぶい黄色細砂（2.5Y6/4） 少し鉄分沈着　少し明るい
14 にぶい黄色砂（2.5Y6/3） 少し鉄分沈着
15 にぶい黄色砂（2.5Y6/3） 腐植物入る
16 にぶい黄色砂（2.5Y6/3） ラミナ入る
 　10 層～16 層　同一層・SX02（ア）トレンチの９　
17 褐灰粘質土（10YR5/1）　鉄分含む　少し砂混じる
 　SX02（ア）トレンチの16
18 黄褐色砂（2.5Y5/4） 少し鉄分沈着
19 褐灰色粘質土（10YR4/1） 少し鉄分沈着
20 黄褐色砂（2.5Y5/4）
21 20 層と同じ

（ 1 / 40 ） 2m0

※SX01・SX02トレンチ土層断面の太線は新河道を表す

第１６図　土層断面図３（Ｓ=１/４０）
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第１７図　ＳＸ０２　Ｂ１グリッド遺物出土状況（平面図 Ｓ=１/４０　土器実測図 Ｓ=１/１０）

第３節　遺　　　構



－２１－

第４節　遺　　　物

１．土　　　器
　出土土器はパンケースにして２９箱あり、そのほとんどがＳＸ０１・ＳＸ０２の河道から出土した弥生土

器・古式土師器で、弥生時代後期後葉から古墳時代前期初頭のものが主体を占める。その他、縄文土

器、須恵器、中世土師器、陶磁器が少量出土した。遺物は、基本的には遺構別に掲載し、ＳＸ０１とＳ

Ｘ０２は同一の河道であるが、別々に掲載した。弥生土器・古式土師器については器種別に記述する。

柱穴列Ⅰ・竪穴状遺構・小穴・溝出土土器

　１（第１８図）は柱穴列ⅠのＰ０７から出土した。口径１２.１㎝を測る土師器皿で、時期は１４世紀後半である。

　２（第１８図）は竪穴状遺構から出土した。須恵器の甕で、頸部にハケが施される。

　３（第１８図）はＰ１４から出土した口縁部に擬凹線が施された有段口縁をもつ甕。口縁部が外反し、端

部を先細りさせる。口縁部内面に指頭圧痕が巡らされ、筒状を呈した頸部内面にハケが施される。

　４（第１８図）はＳＤ０１出土の加賀焼の甕の体部で、１２〜１３世紀の遺物である。

　５（第１８図）はＳＤ０３出土の須恵器の坏蓋である。口径１５.６㎝を測り、端部に降灰がみられる。

　６（第１８図）はＳＤ０４出土の瀬戸のおろし皿で、１４世紀後半の遺物である。

　７〜１４（第１８・１９図）はＳＤ０７から出土した。７〜１２は甕である。７から１１は口縁部に擬凹線が施さ

れた有段口縁をもち、口縁部が外反する。７の口縁端部は丸縁となる。８の頸部内面には明瞭な屈曲

がみられる。７は口径３０㎝以上を測る大型の甕である。８・１０は口縁部内面に指頭圧痕が巡らされ、

１０・１１は頸部内面にハケが施される。１２は無文の「く」の字口縁を有する。１３は壺で、頸部に突帯を付

してキザミが巡らさる。１４は鉢。屈曲する体部から伸びる口縁部は直立し、端部を先細りさせる。

　１５・１６（第１９図）はＳＤ０８から出土した。１５は口縁部に擬凹線が施された有段口縁を有する甕で、口

縁部は外反し、端部を先細りさせ、口縁部内面に指頭圧痕が施される。１６は壺で、１３と同様、頸部に

突帯を付してキザミが巡らされる。キザミの間隔は１３より大きい。

ＳＸ０１出土土器

　１７〜８２（第１９〜２４図）はＳＸ０１から出土した。１７〜２０（第１９図）は縄文土器で、１７〜１９は深鉢の体部、２０

は深鉢の底部である。１７は渦巻状（？）の文様、１８は斜方向の縄文、１９は斜方向の条痕が外面に施され、

それぞれ中期、後期中葉、晩期の遺物である。２０は外面に１本超え・１本潜り・１本送りの網代圧痕

がみられる。

　２１〜３７（第１９・２０図）は甕である。２１〜３１は擬凹線が施された有段口縁を有し、２７〜３１は口縁部が外

反し、端部を先細りさせ、頸部内面が筒状を呈する。２１〜２６は、口縁部が直立もしくは外傾する（２１〜

２３）、端部を丸く収める（２２・２４）、頸部内面が屈曲する（２５・２６）ものである。また２７〜３０は口縁部内面

に指頭圧痕が巡らされ、頸部内面にハケが施される。２１の外面のハケ調整は単位が約２㎝と１.５㎝のも

のがみられ、異なる工具が使用されている。２３・２４は口径が３０㎝以上を測る大型の甕で、２４は内外面

の色調が黒褐色を呈し、体部上方の内外面にミガキが施され、様相は他と異なる。２６は小型の甕のほ

ぼ完形品で、外面は反時計回りのハケが施される。２８は図上復元であるが、体部中央あたりの器壁は

薄くつくられる。３２〜３７は無文の有段口縁を有する。３２〜３５は口縁部が外反し、３２・３３は端部を先細

りさせ、３４・３５は端部を丸く収める。３３は口縁部外面にハケ、ケズリが施され、他と異なる調整であ

第３章　調査の方法と成果
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る。３５は頸部内外面には工具によるヨコナデが施される。３７は口縁部がほぼ同じ厚さで外傾し、端部

は面をもつ。

　３８〜４７（第２１・２２図）は壺。３８〜４０・４４〜４７は口縁部が外反もしくは外傾する有段状の口縁をもつ。

３８・３９は「八」の字状の脚を有し、３８は平面三角形に近い体部、３９は下膨れの体部をもつ。また３９の内

面は口縁部から頸部がミガキ、体部上方が工具によるヨコナデ、同下方がナデ、底部がハケと、多様

な調整法がみられる。４１・４２は算盤玉状、４３はやや潰れた球状を呈する体部で、４０のような有段口縁

をもつとみられる。４２・４３は体部内面がケズリによる調整で、４１と比べ雑である。４４・４５は二重口縁

壺で、頸部に突帯を付す。４４は突帯と口縁部両端に計３列のキザミが巡らされ、４５は大型で口縁部に

擬凹線が施される。４６は口縁部が中程から屈曲・外傾して広がり、端部を先細りさせる。中膨れする

体部は左右対称となっていない。４７は上膨れの体部を有し、口縁部に擬凹線が施され、その下端にキ

ザミが巡らされる。

　４８〜５３（第２２図）は鉢である。４８は「く」の字状に屈曲する口縁を有し、外面から内面口縁部上方はミガ

キ・赤彩が施される。４９は体部中央が膨らむ器形で、焼成は並である。５０〜５２は「ハ」の字状の脚をも

つ鉢である。５０は体部上方が欠損しているが、体部は埦状を呈していると思われる。脚内面も含め内

外面に赤彩が施される。５１も埦状を呈する体部を有し、口縁部は内湾ぎみに立ち上がり、内面はヘラ

状工具によるナデが施される。５２は体部が内湾ぎみに立ち上がる。内外面に凹凸や全体的にゆがみがみ

られ、雑なつくりである。５３は口径８.２㎝を測る小型の鉢であり、体部は埦状を呈する。

　５４〜５８（第２２図）は底部である。５４は内外面とも磨耗により調整が不明であるが、甕の底部であろう。

５５は内外面の調整や器形から甕の底部とみられる。焼成前に孔が両側から穿たれ、甑として使用され

ていたと考えられる。５６は底径７.２㎝と大きいことから大型の甕の底部と考えられる。底部内面のケズ

リ、同外面のハケは時計回りに施される。５７は脚端部が跳ね上がって面を有し、５８は上げ底状の底部で、

台付壺か台付鉢である。

　５９〜６８（第２２・２３図）は高坏である。５９〜６２は全容がわかる、あるいは概ねわかるものである。坏部

は段を有し、屈曲部から外反しながら開く。５９は坏部が大きく外反し、口径３０㎝以上を測る大型品で、

６０・６１は坏部が有段鉢に類似し、６２は坏部が浅い。脚部は、脚柱部から脚裾部にかけ「八」の字状に開

き、６０は緩やかに、５９・６１・６２は大きく開く。前者は脚柱部径が脚裾部に近づくにしたがって徐々に

大きくなり、後者は脚柱部径が一定である。６１の脚柱部と脚裾部間にみられるハケは両者の接合強化を

目的として施されたものと考えられる。６３〜６６も段部を有する坏部で、屈曲部から外反しながら開く。

６３は器壁が肥厚し、６５・６６の坏部も有段鉢状である。また６６は段部直上で凹線３条を挟み、上下交互

に斜方向のキザミ４列が巡らされ、その直下にさらに１列キザミが巡らされる。６７は脚柱部から脚裾部

にかけ、「八」の字状に緩やかにカーブするタイプの脚部である。６８は段を有する脚部で、段部に凹線

４条が巡らされる。高坏か。

　６９〜７９（第２３・２４図）は器台である。６９・７０は全容がわかるもの。６９は受部の口縁にやや広めの垂直

な面をもち、受部径より裾部径が少し小さめの脚部をもつ。脚柱部は内側に湾曲するような形状を呈

する。７０は有段の受部で、外面下端に稜が発達し、キザミ１列が巡らされる。脚部も有段であり、段

部に巡らされた２条の凹線直下に斜方向のキザミが１列ずつ、さらに上方の端部にキザミ１列が巡ら

される。また２個１対の透かし孔が３カ所穿たれる。脚柱部は径が一定で円筒状である。７１・７２は受

部で、７１は６９、７２は７０と類似する。また７１は色調が黒褐色を呈し、７２は受部内面のミガキには縦方向

と横方向の２種がみられる。７３〜７５は装飾器台の受部である。７３は涙摘型透かし孔が穿たれ、７４にも同

様な透かし孔が穿たれているとみられる。口縁帯は７３が外傾、７４・７５が外反する。７６〜７９は脚部であ

第４節　遺　　　物
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る。器形や装飾から、７６は６９、７７・７８は７０と同タイプの脚部と考えられる。７６は脚柱部と脚裾部の境

に粘土を貼り付けた痕がみられ、粘土は脚柱部と脚裾部の接合を強化するためのものとも推測される。

７９は裾端部が屈曲し、端部に斜方向の帯状の面を有する。面の上方は９割に面取りがなされる。

　８０〜８２（第２４図）は蓋である。８０は頂部がレンズ状に凹み、摘みが直立する。８１は頂部がレンズ状に

凹み、摘みが若干左右に張り出す形状を呈する。８２は頂部が凹むものの、レンズ状の凹みではなく、

摘みは直立する。３者とも「ハ」の字状に開く笠部を有する。

ＳＸ０２出土土器

　８３〜２４２はＳＸ０２から出土した。８３（第２４図）は縄文土器で、深鉢の体部である。外面は「ｊ」字状の渦

巻き文（？）が施され、また器表面に凹凸がみられる。中期末葉の遺物か。

　８４〜１０３は土器がやや集中的に出土した箇所のものを配置した。８４〜８９（第２４図）はＳＸ０２ウ区に位置

する土坑状の凹み（ＳＫ０１）から出土した。８４と８５は有段口縁をもつ甕である。８４は口縁部に施された

擬凹線が途切れ、繋がってはいない。また肩部に斜位の列点文が１列巡らされる。８５は無文の口縁部

を有し、器壁は体部上方で急に薄くなる。８６は二重口縁壺で、頸部に貼り付けられた突帯にキザミ１

列が巡らされる。８７は甕の底部である。底部の厚さは２㎝以上と厚く、底部からの立ち上がり方から

推測して、大型の甕と考えられる。８８・８９は脚部で、８８は高坏、８９は器台である。８９は受部につなが

る器壁が急に薄くなる。

　９０〜９７（第２４・２５図）はＳＸ０２の上層下部の土器溜りから出土した。９０〜９３は擬凹線を有する有段口縁

をもつ甕である。９１〜９３は口縁部が外反し、端部を先細りさせ、筒状の頸部内面にハケが施される。

また口縁部内面に指頭圧痕が巡らされる。口縁部が直立する９０は、頸部内面以外は９１〜９３の口縁部と

同じ特色を有する。９４〜９６は壺である。９５は頸部に鋸歯状の文様がヘラ描きされる。９５は口縁部が筒状

を呈し、口縁部外面にみられるハケは下方から上方に向かって施される。９６は口径約２０㎝、体部径約

３５㎝を測る大型の壺で、口縁上端に内傾する面をもち、体部はやや潰れた球状を呈する。９７は甕の底

部である。

　９８〜１０３（第２５・２６図）はＳＸ０２エ区の暗褐色粘質土から出土した。この層はＳＸ０２（イ）トレンチの土

層断面４に対応する。９８は無文の有段口縁をもつ小型の甕で、頸部外面は強いヨコナデが施され凹む。

９９〜１０２は壺である。９９は直立する口縁部を有し、端部に面をもつ。口縁部内面のナデは粗く、また口

縁部外面に接合痕も残り、やや雑なつくりである。１００は算盤玉状を呈する体部をもち、底部は若干上

げ底ぎみである。外面は赤彩が施され、煤が付着する。１０１は外反して開く口縁を有し、端部に面をも

つ。端部とその直下の内外面に、それぞれ１５、１７、１６個の円形スタンプ文が施される。１０２は小型の壺

で、外面と体部内面上方に赤彩が施され、外面に煤が付着する。体部外面は上方がミガキ、下方がケ

ズリによる調整がなされている。１０３は高坏の脚部。脚柱部は中実で脚裾部が、「八」の字状に緩やかに

開く。

　１０４〜１３４（第２６〜２８図）は甕である。１０４〜１２４は擬凹線が施された有段口縁を有し、１１３〜１２４は口縁

部が外反し、端部を先細りさせ、頸部内面が筒状を呈する。１０４〜１１２では口縁部が短い（１０４）、口縁端

部を丸く収める（１０５〜１０８）、口縁部が直立する（１０９〜１１２）、頸部内面の屈曲が明瞭（１０４・１０６・１１０・

１１１）などの特徴がみられる。１１４〜１２４は指頭圧痕が巡らされる（１１３・１２０・１２１・１２４は間隔が疎で、他

は密）。１２０〜１２３は頸部内面にハケが施される。１０４と１０５は外面体部に装飾が施され、１０４は列点文、

１０５は波状文３段とその直下に廉状の波状文が巡らされる。１０６・１０７・１０９・１１８・１１９は口径約１０〜１２

㎝を測る小型の甕、１１２・１２４は口径３０㎝以上を測る大型の甕である。また１２４は頸部内面にミガキが施
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され、やや特異である。１２０は底部に焼成前に穿たれた孔がみられ、甑として使用されていたと考えら

れる。また体部外面下方で、斜方向の細いケズリ状の調整が残る。１２５〜１３１は口縁部が無文の有段口

縁を有する。１２５・１２６は口縁部が直立する。１２７は口縁端部に向かうにしたがって器壁が薄くなり、体

部中央の器壁も薄い。１２８は肩部が大きく張り、１２９は口縁部が大きく開き、頸部は鋭く屈曲する。１３０

は外傾する口縁端部に面をもつ。１３１は口径１２㎝を測る小型甕で、体部下方の器壁は薄い。１３２は「く」

の字口縁を有する甕で、頸部が強く屈曲する。無文の口縁部が外反しつつ長くのびる１３３は壷とすべき

か。１３４は小型の甕で、口縁部内面にミガキが施される。あるいは鉢とすべきか。

　１３５〜１６３（第２９・３０図）は壺である。１３５は台付長頸壺で、体部外面中央に突帯を付し、突帯には２条

の凹線が巡らされる。１３６・１３７は無頸台付壺である。１３６は体部内底が平らで、そこから鋭く屈曲して

内傾する。１３７は体部下方で屈曲し、口縁部は緩やかに内傾する。１３８は細長い体部、１３９は口縁端部面

に内傾する面をもつ。１４０は頸部内面の稜がシャープに成形され、底部が厚く仕上げられる。１４１は短

頸壺で、頸部は粘土が貼り付けられ肥厚する。１４０と同様、底部は厚く仕上げられる。１４２・１４３は頸部

から直立する口縁部を有し、口縁部外面に１４２は斜方向（左上がり）、１４３は上から下へのハケ調整がみら

れる。１４４は口縁上部がやや外傾し、口縁端部直下にナデによる凹みが巡らされる。１４２〜１４４の口縁端

部は面をもつ。１４５〜１５７は口縁が有段であり、１４５では直立、１４６〜１５７では外反もしくは外傾する。

１４５・１４６は口縁部に擬凹線が施される。１４７は口縁部下端、１５２は頸部にキザミが巡らされる。１５４・１５５

の口縁部は受口状を呈する。１５６は全面ミガキ調整による精製壺で、外面に赤彩が施され、算盤玉状を

呈する体部をもつ。１５７は肩が張る体部、上げ底の底部を有する。１５８〜１６１は有段の口縁部を有すると

考えられる。１６１の内面には工具によるナデと指によるナデがみられる。１６２は口縁下端部に稜が発達

し、算盤玉状を呈する体部を有する。煤が体部中央を巡るように厚く付着し、甕のように使用されて

いたと考えられる。１６３は口縁部が「ハ」の字状を呈し、口縁端部内面に面をもつ。

　１６４〜１７７（第３０・３１図）は鉢である。１６４は有段鉢である。１６５〜１７０は埦状を呈し、１６８・１６９は扁平な

器形で、１７０は口縁部が直立する。１６６〜１６８は精製品で、１６７では内面上方のミガキの単位がやや広く、

異なる工具が使用されたとみられ、１６８では内外面に赤彩が施される。１７１は有段口縁をもち、体部上

方から口縁部にかけて把手が付く鉢である。内外面にミガキが施された頸部より上方で赤彩が施され

る。１７２・１７３も有段口縁をもつ。１７２は底部が厚く仕上げられ、１７３は内外面に赤彩が施された半球状

を呈する体部で、底部は欠損している。形状から推して脚が付いていたと考えられる。１７４は壷である

可能性が考えられる。１７５・１７６は体部が埦形、あるいはそう推定されるもので、底部はともに有脚で

後者には上げ底風の短い脚が伴う。１７７は外面に粘土を貼り付けた部分や、凹凸がみられ、また器高も

一定せず、雑なつくりの小型鉢である。

　１７８〜１９７（第３１図）は底部（脚部）である。１７８〜１８４は外面がハケ、内面がケズリによる調整を主体とす

る甕と考えられる。底部外面は１７８〜１８０が平らで、１８１〜１８４が凹んでいる。また底部外面にはハケに

よる調整（１７８・１８１・１８４）とナデによる調整（１７９・１８０・１８２・１８３）がみられ、１８３の凹みはやや大きく、

工具使用のナデによるものである。１７９は内面に炭化物が付着していた。１８４は底部が楕円形を呈し、

やや歪である。１８５〜１８７では孔が両側から穿たれ、１８５・１８６が焼成前、１８７が焼成後に穿たれたもので

ある。１８７の孔径は内面約１㎝・外面約１.５㎝を測り他より大きく、また孔の中程には鋭い稜がみられ

る。内外面の調整や器形から、１８５〜１８７は甕と考えられるが、１８７は底部からの立ち上がりが他と比べ

て緩いことから、鉢の可能性もある。１８８・１８９は外面にミガキやナデが施され、壺の底部であろう。

１９０〜１９６は脚である。１９０は底径１３.５㎝を測り、内面にケズリが施され、大型でしっかりとしており、

恐らく壷に伴うものであろう。１９１は歪みや内面に凹凸がみられるやや雑なつくりで、脚裾端部に擬凹
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線３条が巡らされる。１９２は重厚で、内底中央が凹む。１９２〜１９４は「ハ」の字状の脚であり、１９５〜１９７は

小さい脚で、１９７は上げ底風である。１９１〜１９３は壺、１９４〜１９７は壺か鉢であろう。

　１９８〜２１９（第３２・３３図）は高坏である。１９８〜２０１はほぼ全容がわかるものである。１９８は口径約１０㎝の

小さな坏部で、１９９は１９８に類似した坏部と考えられ、２００・２０１は有段鉢状の坏部である。脚部は脚柱

部から脚裾部にかけ「八」の字状に開くものが多く、１９８〜２００では緩やかに開き、２０１では一気に開く。

前者は脚柱部の長さが短い。１９８は脚裾部径が口径より大きい。２００は内外面に赤彩が施され、脚内部

はしぼり目の後に反時計回りのナデが施される。２０１は坏部のミガキが内面は下方から上方へ、外面は

左上がりの斜方向で施される。２０２〜２０７は坏部である。２０２は坏部が浅く、端部でやや幅広の水平な面

をもち、内側に肥厚する。２０３〜２０５は段部から外反しながら開く。２０６は口径が１７.７㎝とやや小さ目で、

深身の有段鉢状、２０７は口径１２.１㎝を測る小さな埦状の坏部である。２０８〜２１９は脚部であり、２１７〜２１９

は段を有し、脚柱部から脚裾部にかけ「八」の字状に開く。２０８〜２１３・２１７〜２１９は２１４〜２１６とは異なり

脚柱部が明瞭である。２０８〜２１３・２１７〜２１９は棒状の脚柱部を有し、その長さが５㎝以上のものが主体

を占める。また透かし孔が穿たれたものが多くみられる（２０８・２１０〜２１２・２１７〜２１９）。２１９は透かし孔

が上下２段で、上段には４カ所、下段には２個１対で４カ所みられる。２０８・２１７・２１８は脚裾端部が跳

ね上がり、斜位の面をもつ。２０８は面が幅広で、端部外面に擬凹線１２条が巡らされる。２１９は裾端部に

垂直な面をもつ。

　２２０〜２３４（第３３・３４図）は器台。２２０〜２２２は受部である。２２０・２２１は大きく開く受部で、２２０は稜、２２１

は突帯を有する。受部、脚柱部外面はミガキを主体とした調整がなされ、２２１は脚柱部内面上方にもミ

ガキが施され、丁寧に仕上げられている。２２２は口縁部からほぼ直角に屈曲し、水平な面を有する器台

受部か。２２３〜２３４は脚部で、２２３〜２２７は段を有し、脚柱部から「八」の字状に開く脚部。２３０は円筒状の

脚柱部を有する。２３１は７９に類似し、裾端部は欠損しているが、面をもつと考えられる。２２４は脚柱部

中央で横方向にミガキが施され、脚裾部に巡らされたキザミ１列の直上に凹線６条を有する。また外

面は赤彩され、煤が付着する。２３２・２３３は脚裾部である。２３２は擬凹線３１条を有し、裾部径は２６.２㎝を

測る大型品である。２３３は内面に凹線２〜３条施され、器台としたが高坏の可能性もある。２３４は小型

器台で、内外面に赤彩が施される。

　２３５〜２４１（第３４図）は蓋である。２３５は頂部の摘みが直立するもので、頂部上端がほとんど凹まない。

２３６〜２４０は頂部が凹み、左右に張り出す摘みであり、２３９は外面に赤彩が施される。いずれも「ハ」の字

の笠部をもつ。２４１は把手をもつ。内外面にミガキ調整が施された精製品である。

　また２４２は鉢か壺の把手。 
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２．石　　　器

　石器は、器種別に掲載した。２４３は石錐。先端より２㎝程から基部にかけ、片面に細長く平坦な面が

みられる。装着のためのものか。最大長は７.２㎝を測る。

　２４４はスクレイパーで、刃部に鋸歯状の部分とそうでない部分が概ね半分ずつを占める。

　２４５は二次加工のある剥片。

　２４６〜２５１は打製石斧（打製土掘り具）で、２４６は最大長１４.９㎝を測る。２４７〜２５０は基部、２５１は基部・

刃部の両方が欠損している。２４８は刃部先端に抉れた部分がみられ、２４９は同部が丸みを帯びる。２５０は

刃部に使用痕とみられる剝離が明瞭に認められる。２４６〜２４８は一面に自然面が残り、２４９と２５１は自然

面の占める割合は小さい。２４６は分銅形、２４７は短冊形、２４８〜２５１は撥形を呈する。

　２５２〜２５５は敲石である。敲打痕は２５２が主面の一面と両側面、２５３・２５４が図の上端、２５５が上下両端

にみられる。２５３は平らな両側面にも敲打痕がみられ、これは側面を平らに作り出すための敲打痕と考

えられる。２５４は火を受けて煤が付着し、割れ面は平らとなっている。２５２・２５４・２５５は磨痕が認めら

れ、磨石としての使用も考慮される。形状は２５２が丸みを帯びた直方体、２５３・２５４が棒状、２５５が卵形

を呈する。

　２５６・２５７は台石である。２５６は主面の一面、２５７は主面の両面に敲打痕がみられる。また前者は敲打

痕がみられない面で細長い半円状の非常に平滑な磨面がみられ、後者は欠損部分の端部が磨耗してお

り、欠損してからも使用されていたと考えられる。

　２５８〜２６１は砥石である。２５８は概ね平らで滑らかな面に研磨痕がみられる。２５９は元々は直方体を呈

していたような形状で、両面と側面に研磨痕がみられ、主面（研磨痕が多くみられる面）は非常に平滑

になっている。２６０・２６１は軽石の砥石で、不定形な形状を呈する。研磨痕は２６０の全面、２６１でもほぼ

全面にみられ、２６１はそれが明瞭である。

　２６２は行火で、１５世紀前半の所産である。前面と側面形は台形を呈するとみられ、前面にやや上向き

の口が大きく開き、内部に火室を刳り貫き、前面に堤を削りだしたものである（垣内１９９０）。凝灰岩製

で、石材は金沢市南部に産する額谷石と考えられる。
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第３章　調査の方法と成果

第２表　出土遺物観察表１

備　　考実測
番号遺存率調整（外）調整（内）焼成胎　　土色調

（外）
色調
（内）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

口径
（㎝）器種遺構

詳細遺構報告
番号

Ｄ-４口１/１２ヨコナデヨコナデ良粗砂少含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（２.５５）−１２.１皿Ｐ７１

Ｄ-５頸３/１２ロクロナデ、タタキ、
ハケ

ロクロナデ、指頭圧
痕良粗砂並含灰灰（３.９）−−甕アＳＩ０１２

外面煤付着Ｃ-２１１口２/１２擬凹線８条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ後ヨコナ
デ、ケズリ

良礫少、粗砂多、
赤色粒多含

にぶい
黄橙〜
灰黄褐

浅黄〜
にぶい
黄橙

（５.９５）−１８.０甕Ｐ１４３

Ｄ-１小片ハケハケ良粗砂少含灰灰黄（９.２）−−甕ＳＤ０１４

降灰有Ｄ-２口１/１２ロクロナデロクロナデ良粗砂少含灰灰（２.２）−１５.６蓋ＳＤ０３５

釉:灰釉、薄く
施釉、ムラ有Ｄ-３口１/１２良緻密、硬い（２.９）−１４.２おろし

皿
Ｄ５
グリットＳＤ０４６

内外面煤付着Ｃ-９９口４/１２擬凹線１２条、ヨコナ
デ、ハケヨコナデ、ケズリ良礫並、粗砂多、

赤色粒少含
にぶい
橙

にぶい
黄橙（２２.０）−３０.８甕イ、ウＳＤ０７

ＳＸ０１７

外面煤付着Ｃ-１１口縁完擬凹線９条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ケズリ良礫少、粗砂多、

赤色粒少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（１２.８）−１６.７甕ＳＤ０７８

外面煤付着Ｃ-９口２/１２
擬凹線４条、ヨコナ
デ、ハケ、工具によ
るナデ

ヨコナデ、工具によ
るナデ、ハケ良粗砂並、赤色粒

少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（６.７）−１７.４甕エＳＤ０７

ＳＸ０１９

外面煤付着Ｃ-８口１/１２擬凹線５条、ヨコナ
デ

ヨコナデ、工具によ
るナデ、ケズリ良礫少、粗砂並、

赤色粒少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.８）−２０.２甕エＳＤ０７

ＳＸ０１１０

Ｃ-７口１/１２擬凹線９条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ、ケズリ良粗砂多、赤色粒

少含浅黄橙浅黄橙（５.３）−２１.２甕エＳＤ０７
ＳＸ０１１１

外面煤付着Ｃ-１０口５/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ、ケズリ並礫少、粗砂多、
赤色粒少含

にぶい
黄橙灰黄褐（６.９）−１６.２甕エＳＤ０７

ＳＸ０１１２

Ｃ-１２頸４/１２ミガキ、キザミ１列
ハケ後ナデ、ハケ、
指頭圧痕、ケズリ
か、ミガキ

良粗砂多、赤色粒
少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（７.２）−１５.６壺エＳＤ０７

ＳＸ０１１３

Ｃ-１４口１/１２
底完ケズリ後ミガキミガキ、指頭圧痕良礫並、粗砂並含

にぶい
黄橙〜
にぶい
橙

にぶい
橙４.８３.０１１.０鉢ＳＤ０７１４

外面煤付着Ｃ-１６口１/１２擬凹線１１条、ヨコナ
デヨコナデ、指頭圧痕良粗砂並、赤色粒

含
浅黄〜
明黄褐

明黄褐
〜黄褐（３.８）−１７.７?甕ＳＤ０８１５

Ｃ-１５頸１/１２ハケ後ヨコナデ、キ
ザミ１列、ヨコナデハケ、ケズリ良粗砂多含にぶい

黄橙
にぶい
橙（４.０）−１７.５壺ＳＤ０８１６

Ｄ-９小片渦巻状文様かナデ良礫少、粗砂並含暗灰黄灰黄（２.７）−−深鉢ウＳＸ０１１７

外面煤付着Ｄ-８小片縄文ナデ良礫並、粗砂並、
赤色粒少含灰黄褐灰（５.８）−−深鉢イＳＸ０１１８

Ｄ-１０小片条痕摩耗の為調整不明並か礫多、粗砂並、
赤色粒少含

灰黄〜
灰灰黄（５.０）−−深鉢ウ-砂層ＳＸ０１１９

Ｄ-６底４/１２ナデ、底部網代圧痕ナデ良礫少、粗砂少含にぶい
黄橙浅黄（１.８）８.０−深鉢ウＳＸ０１

ＳＸ０２２０

外面煤付着Ｃ-２３２口３/１２擬凹線８条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧痕、
ハケ、ケズリ後ナデ良礫多、粗砂並、

赤色粒少含浅黄橙浅黄橙（８.６）−１６.０甕エＳＸ０１２１

内外面煤付着Ｃ-９８口７/１２擬凹線９〜１０条、ヨ
コナデ、ハケヨコナデ、ケズリ良礫少、粗砂多、

赤色粒並含

にぶい
黄〜に
ぶい橙

灰黄〜
にぶい
黄橙

（２１.４）−２０.０甕アＳＸ０１２２

Ｃ-１１６口１/１２擬凹線５条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ、ケズリ良粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（８.８）−３０.８甕イＳＸ０１２３

Ｃ-１８７口１/１２ヨコナデ、擬凹線８
条、ミガキ

ヨコナデ、ハケ、ミ
ガキ良粗砂少含黒褐黒褐（８.４）−３２.４甕イＳＸ０１２４

外面煤付着Ｃ-１０３口５/１２擬凹線７条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、ハケ、ケ
ズリ良礫少、粗砂多含にぶい

黄褐
にぶい
褐（１０.７）−１５.０甕ウＳＸ０１２５

外面煤付着Ｃ-９３口８/１２
底完

擬凹線６条、ヨコナ
デ、ハケ、ナデヨコナデ、ケズリ良礫並、粗砂多、

赤色粒少含浅黄橙にぶい
黄橙８.５１.７９.８小型甕エＳＸ０１２６

外面煤付着Ｃ-２１７口３/１２擬凹線７条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ、ケズリ良礫少、粗砂多含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（１１.２）−１６.０甕イＳＸ０１２７

内面炭化物付
着か、外面煤付
着

Ｃ-１０６口１０/１２
底５/１２

擬凹線８条、ヨコナ
デ、ハケ、ナデ、工
具によるナデ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ、ケズリ良粗砂多、赤色粒

含

にぶい
黄橙〜
灰黄褐

にぶい
黄橙

（１３.４）
（８.４）２.４１６.８甕イＳＸ０１２８

内面炭化物・外
面煤付着Ｃ-１６０口３/１２擬凹線８条、ヨコナ

デ、ハケ
ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ、ケズリ良礫少、粗砂多含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（１５.２）−２１.９甕イＳＸ０１２９

外面煤付着Ｃ-１０１口５/１２擬凹線１２条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ、ケズリ良粗砂並、赤色粒

少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（１０.７）−２８.５甕アＳＸ０１３０

外面煤付着Ｃ-７４９/１２
擬凹線９条、擬凹線
後ナデ、ヨコナデ、
ハケ

ヨコナデ、ナデ、ケ
ズリ良礫少、粗砂並、

赤色粒少含褐灰にぶい
黄橙（２２.９）−１９.８甕アＳＸ０１３１

外面煤付着Ｃ-１０５口９/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ、ケズリ後
ハケ良粗砂多、赤色粒

含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（１０.７）−１７.４甕イＳＸ０１３２

Ｃ-１１５口５/１２
ケズリ後ハケ後ヨ
コナデ、ヨコナデ、
ハケ

ヨコナデ、ハケ後ヨ
コナデ、ケズリ良粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（５.８）−１５.１甕イＳＸ０１３３

外面煤付着Ｃ-２２口２/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ、ケズリ良礫少、粗砂多含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（８.５）−１３.７甕ウＳＸ０１３４
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第３表　出土遺物観察表２

備　　考実測
番号遺存率調整（外）調整（内）焼成胎　　土色調

（外）
色調
（内）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

口径
（㎝）器種遺構

詳細遺構報告
番号

外面煤付着Ｃ-１１３口２/１２ヨコナデ、工具によ
るヨコナデ、ハケ

ヨコナデ、工具によ
るヨコナデ、ケズリ良礫多、粗砂多含灰黄褐にぶい

橙（１０.２）−１６.０甕ウＳＸ０１
ＳＸ０２３５

外面煤付着Ｃ-１１０口２/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ、ケズリ良粗砂並含

にぶい
黄橙〜
にぶい
黄褐

にぶい
黄橙（７.８）−１８.６甕ウ-畦

（セク-ノ）ＳＸ０１３６

外面煤付着Ｃ-１１１口１/１２ヨコナデヨコナデ良粗砂並含黄灰にぶい
黄橙（２.６）−１６.２甕エＳＸ０１３７

Ｃ-２４口７/１２
底１０/１２ミガキ、ナデ

ミガキ、ケズリ後ミ
ガキ、ナデ、ヨコナ
デ後ミガキ

良礫少、粗砂多、
赤色粒少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙２９.０１１.５１４.５台付壺１-ウ

２-イ、ウ
ＳＸ０１
ＳＸ０２３８

Ｃ-１５０底９/１２ミガキ

ミガキ、ハケ状工具
によるヨコナデ、ナ
デ、ハケ、ケズリ後
ミガキ

良礫少、粗砂少、
赤色粒少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙
黄灰

（１４.６）８.９−台付壺ア
ウ

ＳＸ０１
ＳＸ０２３９

Ｃ-１４２口５/１２ミガキミガキ良粗砂多、赤色粒
少含

灰白〜
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（５.５）−１０.２壺アＳＸ０１４０

Ｃ-２０８底１/１２
胴６/１２

ミガキ、ケズリ後ミ
ガキミガキ良礫並、粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（８.９）２.３−壺エＳＸ０１４１

Ｃ-１４３底完ミガキ、ケズリ後ミ
ガキケズリ良礫少、粗砂多、

赤色粒並含浅黄灰（７.９）３.２−壺ウＳＸ０１４２

外面煤付着Ｃ-１６７頸３/１２ヨコナデ、ハケ後ミ
ガキ

ハケ、ミガキ、ケズ
リ良粗砂多、赤色粒

少含
にぶい
黄橙

にぶい
橙（１０.２）−−壺イＳＸ０１４３

Ｃ-２０口５/１２ヨコナデ、ミガキ、
キザミ３列ミガキ、ケズリ良礫少、粗砂並含灰黄にぶい

黄橙（１１.７）−１７.０壺イ、ウＳＸ０１４４

内面煤付着、外
面煤付着かＣ-１３５口２/１２擬凹線１１条、ヨコナ

デ、ハケ
ヨコナデ後ナデか、
ケズリ良礫少、粗砂並含浅黄橙にぶい

褐（１４.１）−２５.６壺アＳＸ０１４５

外面煤付着・黒
斑有、ゆがみ有Ｃ-１８８口小片

底完
ヨコナデ、ハケ、工
具によるナデヨコナデ、ケズリ良礫少、粗砂多、

赤色粒少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（２２.０）２.２１３.０壺イＳＸ０１４６

Ｃ-１７口１１/１２
底１/１２

ミガキ後擬凹線１２
条、キザミ１列、ミ
ガキ

ミガキ、ケズリ後ミ
ガキ良粗砂並、赤色粒

少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙１９.１６.２１３.２５壺イ、ウＳＸ０１４７

内外面赤彩、外
面黒斑有Ｃ-１４５口４/１２ミガキミガキ、ケズリ良粗砂並含にぶい

黄橙浅黄（５.１）−１３.０鉢ウＳＸ０１
ＳＸ０２４８

Ｃ-１８９口２/１２ミガキミガキ並礫少、粗砂並、
赤色粒少含

にぶい
橙橙（６.５）−１１.４鉢イ、ウＳＸ０１４９

内外面赤彩Ｃ-１底完ミガキ、ヨコナデ
ケズリ後ミガキ、ハ
ケ後ミガキ、ヨコナ
デ、ハケ後ナデ

良礫少、粗砂多、
赤色粒少含

にぶい
黄橙〜
にぶい
橙

にぶい
黄橙７.９９.８−台付鉢

ア、
ア-畦

（セク-ヌ）
ＳＸ０１５０

Ｃ-２１６/１２ハケ後ミガキ、ナ
デ、ハケ

ヘラ状工具による
ナデ、ナデ、ハケ良礫並、粗砂並、

赤色粒少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙７.８８.２１２.１台付鉢ウＳＸ０１５１

全体にゆがみ
有Ｃ-７８口６/１２

底７/１２
ナデ、指頭圧痕、ハ
ケかナデ、良礫少、粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙９.２５「５.４｣「１０.２｣台付鉢ウＳＸ０１

ＳＸ０２５２

Ｃ-１９８口２/１２
底２/１２

ナデ、ヨコナデ、ミ
ガキケズリ後ミガキ良粗砂並含灰黄褐にぶい

橙（３.１）−８.２鉢イＳＸ０１５３

外面黒斑有Ｃ-２０１底完磨耗の為調整不明磨耗の為調整不明良礫少、粗砂多含淡黄淡黄（３.４）３.７−底部ア-畦
（セク-ネ）ＳＸ０１５４

外面黒斑有Ｃ-１４８底完ハケケズリ、指頭圧痕良粗砂並、赤色粒
少、海面骨針少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（６.８）２.１−底部イＳＸ０１５５

外面煤付着Ｃ-１５５底完ハケ、ナデケズリ良礫少、粗砂多、
赤色粒少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.２）７.５−底部ウＳＸ０１５６

Ｃ-２０６底４/１２ミガキミガキ良粗砂並含にぶい
黄橙浅黄橙（３.２）７.４−底部エＳＸ０１５７

外面煤付着Ｃ-１９９底８/１２ヨコナデ、凹線３
条、ナデ磨耗の為調整不明良粗砂並、赤色粒

少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（３.４５）４.７−底部ウＳＸ０１５８

ゆがみ有、透か
し孔２個１組
３カ所有

Ｃ-１３裾５/１２ミガキ、ヨコナデミガキ、ナデ、ヨコ
ナデ良粗砂少含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（１６.８）裾部

１４.８−高坏アＳＸ０１５９

Ｃ-８９口２/１２ケズリ後ハケ後ミ
ガキ

ケズリ後ミガキ、シ
ボリ目、ハケ後ナデ良礫少、粗砂並含にぶい

橙
にぶい
橙（１６.２）−２６.６高坏ア、イＳＸ０１６０

内面黒班有、透
かし孔２個１
組３カ所有

Ｃ-２８口２/１２
裾１/１２

ケズリ後ミガキ、ミ
ガキ、ハケ後ミガキ

ケズリ後ミガキ、シボ
リ目後ケズリ、ナデ、
ミガキ、ヨコナデ

良粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
橙１６.０裾部

１２.４２４.４高坏アＳＸ０１６１

外面煤付着、透
かし孔２個１
組３カ所有

Ｃ-２９口７/１２
裾３/１２

ミガキ、ハケ後ミガ
キ

ミガキ、シボリ目、
ヨコナデ良粗砂並含にぶい

橙
にぶい
橙１７.０５裾部

（１３.９）２４.２高坏アＳＸ０１６２

外面黒斑有Ｃ-１２８口４/１２ミガキミガキ良礫少、粗砂多、
赤色粒多含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（５.３）−２４.９高坏イＳＸ０１６３

外面黒斑有Ｃ-１９２口２/１２ケズリ後ミガキ、ヨ
コナデ、ミガキミガキ、ヨコナデ良礫並、粗砂並、

赤色粒少含浅黄橙にぶい
黄橙（６.５）−２５.４高坏ウＳＸ０１６４

外面煤付着かＣ-６口１/１２ミガキケズリ後ミガキ良粗砂少含
にぶい
黄橙〜
褐灰

にぶい
黄橙（７.５）−２１.６高坏イＳＸ０１６５

Ｃ-２７口縁
２/１２

ミガキ、凹線３条、
キザミ５列、ケズリ
後ミガキ

ケズリ後ミガキ良粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（１０.３）−２４.６高坏アＳＸ０１６６

第４節　遺　　　物
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第３章　調査の方法と成果

第４表　出土遺物観察表３

備　　考実測
番号遺存率調整（外）調整（内）焼成胎　　土色調

（外）
色調
（内）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

口径
（㎝）器種遺構

詳細遺構報告
番号

Ｃ-５裾４/１２ミガキ
ミガキ、シボリ目、
ナデ、ハケ、ヨコナ
デ

良粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（１６.３）裾部

１５.４−高坏イＳＸ０１６７

透かし孔４カ
所有Ｃ-１９５裾１０/１２ミガキ、擬凹線４

条、ヨコナデヨコナデ良粗砂並、赤色粒
少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.３）裾部

１２.２−脚部イ-№１ＳＸ０１６８

透かし孔２個
１組３カ所有Ｃ-１９口１０/１２

底７/１２
ミガキ、ケズリ後ミ
ガキ、ヨコナデ

ミガキ、ケズリ、ハ
ケ後ヨコナデ良礫少、粗砂並、

赤色粒少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙１３.７５裾部

１４.０１７.４器台イＳＸ０１６９

内外面煤付着、
透かし孔２個
１組３カ所有

Ｃ-３０口７/１２
裾９/１２

ケズリ後ミガキ、キ
ザミ３列、凹線２条

ミガキ、ケズリ、ナ
デ良粗砂並、赤色粒

並含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙１５.７裾部

１４.０２２.８器台アＳＸ０１７０

Ｃ-４口１/１２ミガキミガキ良粗砂少含黒黒褐（２.４）−１９.０器台イＳＸ０１７１

Ｃ-２５口１/１２ケズリ後ミガキハケ後ミガキ、ケズ
リ後ミガキ、ミガキ良礫少、粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（７.８５）−２６.６器台エＳＸ０１７２

Ｃ-９４口２/１２ミガキミガキ良粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（８.７）−２１.２装飾

器台

イ-№４、
ウ、ウ-畦
（セク-ノ）

ＳＸ０１７３

透かし孔１２〜
１３カ所有Ｃ-１７３小片ミガキ、指頭圧痕ミガキ良粗砂少、赤色粒

少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（２.６）−−装飾

器台
ア-畦

（セク-ネ）ＳＸ０１７４

Ｃ-２小片ミガキミガキ、指頭圧痕良粗砂少、赤色粒
少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.１）−２１.８

装飾

器台

ア-畦
（セク-ヌ）ＳＸ０１７５

透かし孔４カ
所有Ｃ-２２７底２/１２ミガキミガキ、シボリ目、

ヨコナデ良礫並、粗砂並、
赤色粒並含浅黄浅黄（１０.２）裾部

１４.２−器台ウ-畦
（セク-ノ）ＳＸ０１７６

透かし孔２個
１組３カ所有Ｃ-１８裾１/１２

ハケ後ミガキ、キザ
ミ４列、凹線４条、
ミガキ、ヨコナデか

ケズリ後ミガキ、ケ
ズリ、ナデ、ミガキ良粗砂並、赤色粒

並含
にぶい
黄橙灰黄褐（９.３５）裾部

１４.２−器台イＳＸ０１７７

透かし孔４カ
所Ｃ-８８脚完ミガキヨコナデ、シボリ

目、ナデ、ハケ良粗砂少、赤色粒
含浅黄灰黄（１０.２）−−器台ウＳＸ０１７８

裾肩部９割面
取りＣ-９０裾完ミガキ、ナデナデ、ミガキ良粗砂並、赤色粒

含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（７.５）裾部

１１.３−器台イＳＸ０１７９

Ｃ-３ほぼ
完形ハケ後ミガキナデ、ミガキ良粗砂少、赤色粒

少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙３.６６.６１.８５蓋ア-畦

（セク-ヌ）ＳＸ０１８０

Ｃ-２３完形ハケ後ミガキハケ後ミガキ良粗砂並、赤色粒
少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙４.１５１０.０摘み

３.０蓋ウＳＸ０１８１

Ｃ-２６口完
底１１/１２

ナデ、ケズリ、ミガ
キ、工具によるヨコ
ナデ

ナデ良粗砂並含にぶい
橙

にぶい
黄橙３.７５２.６９.６蓋ア-畦

（セク-ヌ）ＳＸ０１８２

Ｄ-７小片「ｊ」状の渦巻き文
様かナデ良粗砂少含灰黄褐にぶい

黄橙（３.４）−−深鉢ウＳＸ０２８３

外面煤付着Ｃ-３４口１０/１２
底完

ヨコナデ、擬凹線４
条、列点文、ハケ、
粗いナデ

ヨコナデ、ケズリ良礫少、粗砂並含
にぶい
黄橙〜
褐灰

にぶい
黄１９.６５３.０１６.３甕ウ-ＳＫ０１

他ＳＸ０２８４

Ｃ-３２口縁
６/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ、ハケ、ケ

ズリ良礫少、粗砂多、
赤色粒並含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（７.６）−１７.２甕ウ-ＳＫ０１

ウＳＸ０２８５

Ｃ-３３頸１１/１２ヨコナデ、ハケ後ヨ
コナデ、キザミ１列ヨコナデ、ケズリ良礫多、粗砂並、

赤色粒少含

橙〜に
ぶい黄
橙

にぶい
黄橙（８.１）−−壺ウ-ＳＫ０１ＳＸ０２８６

内面黒斑有、外
面煤付着Ｃ-３１底７/１２ハケ、ハケ状工具に

よるナデケズリ良礫多、粗砂多、
赤色粒少含

浅黄〜
黄褐

にぶい
黄橙〜
灰

（１０.０）６.４−底部ウ-ＳＫ０１
他ＳＸ０２８７

外面黒斑有Ｃ-１２２裾９/１２ハケ後ミガキ
ミガキ、シボリ目、
ナデ、ハケ、工具に
よるヨコナデ

良粗砂少含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（９.８）裾部

１２.８−高坏ウ-ＳＫ０１ＳＸ０２８８

Ｃ-２０９脚完ミガキケズリ良礫少、粗砂少含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（６.３）−−器台ウ-ＳＫ０１ＳＸ０２８９

外面煤付着Ｃ-３７口完擬凹線５条、ヨコナ
デ、ハケ

ケズリ、指頭圧痕、
ヨコナデ良礫多、粗砂多、

赤色粒少含

浅黄〜
にぶい
黄

浅黄（１２.７）−１７.４甕
ウ-土器
溜り№５
他

ＳＸ０２９０

外面煤付着Ｃ-３５口１/１２擬凹線８条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ後ヨコナ
デ、ケズリ

良粗砂多、赤色粒
少含浅黄浅黄（７.６）−２４.９甕ウ-土器

溜り№６ＳＸ０２９１

Ｃ-１１４口１/１２擬凹線９条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ、ケズリ良粗砂多、赤色粒

少含浅黄橙
明黄褐
〜にぶ
い黄褐

（６.７）−２１.６甕ウ-土器
溜り№１ＳＸ０２９２

外面煤付着Ｃ-３８口３/１２
擬凹線８条後ヨコ
ナデ、ヨコナデ、ハ
ケ

ヨコナデ、指東圧
痕、ハケ、ケズリ良礫少、粗砂並、

赤色粒多含
にぶい
黄橙浅黄橙（６.２）−２０.２甕ウ-土器

溜り№１ＳＸ０２９３

内面黒斑有、頸部
に「Ｖ｣字５連続
で刻まれている

Ｃ-３６頸５/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ、ハケ、ケ
ズリ良礫多、粗砂並、

赤色粒少含

浅黄〜
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙〜
黒

（１０.５）−−壺ウ-土器
溜り№５ＳＸ０２９４

外面煤付着Ｃ-５０口１/１２
頸８/１２ハケハケ、ナデ、ケズリ良礫多、粗砂多、

赤色粒少含
浅黄〜
灰黄灰黄（１６.６）−１５.３壺

ウ-土器
溜り№３
他

ＳＸ０２９５
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第５表　出土遺物観察表４

備　　考実測
番号遺存率調整（外）調整（内）焼成胎　　土色調

（外）
色調
（内）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

口径
（㎝）器種遺構

詳細遺構報告
番号

外面黒斑有Ｃ-７３口３/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ、ケズリ後
ナデ、ケズリ良礫少、粗砂多、

赤色粒少含淡黄
にぶい
黄橙〜
灰

（２６.６）−２０.２壺ウ-土器
溜り他ＳＸ０２９６

外面煤付着Ｃ-２０５底完ハケケズリ良礫少、粗砂多含にぶい
橙

にぶい
黄橙（４.９）３.９−底部

ウ-土器
溜り№６
他

ＳＸ０２９７

Ｃ-９５口８/１２ヨコナデ、ケズリ後
ハケヨコナデ、ケズリ良礫少、粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（５.３）−１２.３甕

エ-暗褐
色粘質土
他

ＳＸ０２９８

外面黒斑有Ｃ-１６６口３/１２ナデ、工具によるハ
ケナデ、ケズリ良礫少、粗砂並、

細砂多含浅黄橙
浅黄橙
〜にぶ
い黄橙

（８.１）−１２.７壺
エ-暗褐
色粘質土
他

ＳＸ０２９９

外面煤付着・赤
彩Ｃ-１８２底完ミガキミガキ、ケズリ後ミ

ガキ良礫少、粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（８.０）３.０−壺

エ-暗褐
色粘質土
他

ＳＸ０２１００

口縁端部１５カ
所・口縁内部１６
カ所・口縁外面
１７カ所円形ス
タンプ文有り

Ｃ-１６４口９/１２ヨコナデ、ハケ

ヨコナデ、ケズリ後
ハケ後ヨコナデ、シ
ボリ目、ナデ、ケズ
リ

良礫少、粗砂多含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（２０.７）−１７.５壺

エ-暗褐
色粘質土
他

ＳＸ０２１０１

内外面赤彩、外
面煤付着Ｃ-１４４頸〜底

完
ミガキ、ケズリ、ナ
デ

ミガキ、ナデ、指頭
圧痕良礫少、粗砂並含橙〜明

褐灰
にぶい
黄橙（４.６）２.０−小型壺エ-暗褐

色粘質土ＳＸ０２１０２

外面ヘラ状工
具痕有Ｃ-２３０脚完ハケ後ミガキナデ、シボリ目後ナ

デ良粗砂並含にぶい
黄褐

にぶい
黄褐（５.８５）−−高坏エ-暗褐

色粘質土ＳＸ０２１０３

外面煤付着Ｃ-２１３口４/１２擬凹線６条、ヨコナ
デ、列点文、ハケ

ヨコナデ、ハケ、ケ
ズリ良粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（８.３）−１５.２甕ウ-畦（セ

ク-フ）ＳＸ０２１０４

外面煤付着Ｃ-１１９口２/１２擬凹線９条、ヨコナ
デ、波条文

ヨコナデ、ハケ後ナ
デ、ケズリ良礫多、粗砂並、

赤色粒少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（６.８）−１２.８甕ウＳＸ０２１０５

外面煤付着Ｃ-４９口３/１２
擬凹線１０〜１１条、ヨ
コナデ、工具痕、ハ
ケ

ヨコナデ、ケズリ良
礫並、粗砂並、
ガラス質のも
の多含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（８.４）−１３.０甕イＳＸ０２１０６

内外面煤付着、
外面口縁部縦
に２本の線２
組有

Ｃ-７１口５/１２
底完

擬凹線７条、ヨコナ
デ、ハケ、ケズリ、
工具によるナデ

ヨコナデ、ケズリ後
ナデ、指頭圧痕良粗砂多、赤色粒

少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙８.５３.５９.８小型甕ウＳＸ０２１０７

Ｃ-２１９口３/１２ヨコナデ、擬凹線５
〜６条、ハケ

ヨコナデ、ハケ、ナ
デ、ケズリ良礫多、粗砂少、

赤色粒少含灰白浅黄橙２.８１５.７甕ウＳＸ０２１０８

内面煤付着か、
外面煤付着Ｃ-４５口１/１２擬凹線５条、ヨコナ

デ、ハケ
ヨコナデ、ハケ、ケ
ズリ良礫少、粗砂並、

赤色粒少含浅黄浅黄（９.８）−１２.４甕（ア）トレ
ンチ砂層ＳＸ０２１０９

外面煤付着Ｃ-２１５口３/１２擬凹線８条、指頭圧
痕、ヨコナデ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ、ケズリ良礫並、粗砂並、

赤色粒少含浅黄にぶい
黄（１０.２）−１６.８甕ウＳＸ０２１１０

外面煤付着Ｃ-２２０口１/１２ヨコナデ、擬凹線７
条、ハケ

ヨコナデ、ハケ、ケ
ズリ良礫少、粗砂多、

赤色粒少含
にぶい
黄橙淡黄（１０.７）−１８.４甕ウＳＸ０２１１１

外面煤付着Ｃ-１６１口１/１２擬凹線８条、ヨコナ
デ、ハケヨコナデ、ケズリ良礫少、粗砂多、

赤色粒少含

にぶい
黄橙〜
灰黄

浅黄（１０.７）−３４.０甕イＳＸ０２１１２

Ｃ-２２１口２/１２擬凹線７条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ケズリ良粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（１１.４）−２０.０甕ウＳＸ０２１１３

外面煤付着Ｃ-１０２口３/１２擬凹線７条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ケズリ後ハケ良礫少、粗砂並含浅黄浅黄（１０.９）−１５.７甕イＳＸ０２１１４

外面煤付着Ｃ-１２１口４/１２擬凹線７条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ケズリ良粗砂並、赤色粒

少含浅黄にぶい
黄橙（７.１）−１７.４甕イ、

イ-PitＳＸ０２１１５

外面煤付着Ｃ-１０９口３/１２擬凹線９条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ケズリ良礫並、粗砂多含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（８.０）−１７.８甕イＳＸ０２１１６

内面炭化物・外
面煤付着Ｃ-９７口６/１２擬凹線６条、ヨコナ

デ、ハケ
ヨコナデ、指頭圧
痕、ケズリ後ナデか良礫少、粗砂並含浅黄橙にぶい

黄橙（１８.６）−１５.０甕ウＳＸ０２１１７

外面煤付着Ｃ-２０４口１/１２凹線３条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ケズリ良礫少、粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（６.４）−１０.４小型甕イＳＸ０１１１８

Ｃ-５５口２/１２擬凹線（３条残存）、
ナデ、ハケ

ナデ、指頭圧痕、ケ
ズリ良礫少、粗砂多含淡黄淡黄（６.５）−１２.０小型甕イＳＸ０２１１９

Ｃ-９２口５/１２
底完

擬凹線１０条、ヨコナ
デ、ハケ、ケズリか

ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ、ケズリ良粗砂多含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙１６.４２.７１８.８有孔甕イ、ウＳＸ０２１２０

外面黒斑有Ｃ-１０４口完擬凹線９条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ、ケズリ良礫少、粗砂並、

赤色粒少含灰黄灰黄（９.２）−１８.０甕イＳＸ０２１２１

外面煤・炭化物
付着Ｃ-５３口２/１２

底完
擬凹線８条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ、ケズリ良礫少、粗砂多、

赤色粒少含

にぶい
黄橙
褐灰

にぶい
黄橙

（８.６）
（９.６）２.４１９.０甕イＳＸ０２１２２

外面煤付着かＣ-２１６口４/１２ヨコナデ、擬凹線３
条、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ハケ、ケズリ良礫少、粗砂多、

赤色粒少含浅黄橙にぶい
黄橙（７.５）−１５.５甕イＳＸ０２１２３

Ｃ-９６口３/１２擬凹線８条、ヨコナ
デ、ハケ

ヨコナデ、指頭圧
痕、ミガキ、ケズリ良粗砂多、赤色粒

少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（１１.３）−３２.２甕ウＳＸ０２１２４

口縁部ゆがみ
有Ｃ-１３７口１/１２ヨコナデ、ナデヨコナデ、ナデ良粗砂少、赤色粒

含
灰黄〜
暗灰黄灰黄（８.１５）−１２.２甕イＳＸ０２１２５

外面煤付着Ｃ-２１４口完ヨコナデ、ハケヨコナデ、ハケ、ケ
ズリ良礫少、粗砂並、

赤色粒並含浅黄浅黄（６.５）−１９.４甕ウＳＸ０２１２６

外面煤付着・黒
斑有Ｃ-５２口２/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ、ハケ、ケ

ズリ良礫少、粗砂並含淡橙浅黄橙（６.６）−１５.４甕イＳＸ０２１２７

第４節　遺　　　物
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第３章　調査の方法と成果

第６表　出土遺物観察表５

備　　考実測
番号遺存率調整（外）調整（内）焼成胎　　土色調

（外）
色調
（内）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

口径
（㎝）器種遺構

詳細遺構報告
番号

Ｃ-１００口２/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ、ケズリ良礫少、粗砂多、
赤色粒少含浅黄橙にぶい

黄橙（９.３）−１５.２甕アＳＸ０２１２８

Ｃ-１７０口３/１２ヨコナデヨコナデ、ケズリ良礫少、粗砂並、
赤色粒少含浅黄浅黄（４.１）−「１７.０｣甕イ、ウＳＸ０２１２９

外面煤付着Ｃ-１１２口１/１２ヨコナデ、ナデ、ハ
ケヨコナデ、ケズリ良礫多、粗砂多、

赤色粒多含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（１５.３）−１９.３甕イＳＸ０２１３０

外面煤付着Ｃ-１１７口６/１２ヨコナデ、ハケ後ナ
デヨコナデ、ケズリ良礫少、粗砂並、

赤色粒少含浅黄にぶい
黄橙（７.８）−１２.０甕ウＳＸ０２１３１

Ｃ-１６３口１/１２ヨコナデ、ハケ後ヨ
コナデ、ハケ

ヨコナデ、ケズリ後
ナデ良礫少、粗砂並含灰黄褐灰黄褐（５.０）−２０.０甕ウＳＸ０２１３２

外面黒斑有Ｃ-１３８口１/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ、ケズリ良粗砂多含

にぶい
黄橙〜
にぶい
褐

にぶい
黄橙〜
にぶい
褐

（６.９）−１０.６甕?イＳＸ０２１３３

内外面煤付着Ｃ-２１０口３/１２ヨコナデ、ハケミガキ、ナデ良粗砂少含にぶい
橙

にぶい
黄橙（５.２）−９.２小型甕?イＳＸ０２１３４

外面煤付着か、
外面黒斑有、透
かし孔４カ所
有

Ｃ-１４０胴４/１２ミガキ、突帯

ミガキ、ナデ、指頭
圧痕、ヨコナデ、工
具による強いナデ、
ハケ、シボリ目

良粗砂並、赤色粒
少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（２０.８）−−台付壺イＳＸ０２１３５

Ｃ-４６ケズリ後ミガキケズリ後ミガキ、ナ
デ良粗砂並含黄灰黄灰（６.３）−−台付壺（イ）トレ

ンチＳＸ０２１３６

Ｃ-８４口４/１２ミガキヨコナデ、ナデ、ハ
ケ良礫少、粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（９.６）−９.８台付壺ウＳＸ０２１３７

内面炭化物付
着か、外面煤付
着・黒斑有

Ｃ-７６口７/１２
底８/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ、ナデ、ケ

ズリ良礫多、粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙２４.５５（３.０）１２.２壺ウＳＸ０２１３８

Ｃ-１５２口３/１２ヨコナデ、ハケ後ミ
ガキミガキ、ケズリ良礫少、粗砂多、

赤色粒少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（８.９）−１０.２壺ウ-畦（セ

ク-フ）ＳＸ０２１３９

Ｃ-６３口３/１２
底完ヨコナデ、ミガキヨコナデ、ケズリ、

ナデ良礫少、粗砂並含褐灰褐灰８.２１.６６.７小型壺
ウ-東
イ-畦（セ
ク-ハ）

ＳＸ０２１４０

外面赤彩Ｃ-１３９口６/１２
底１０/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ、指頭圧

痕、ナデ良礫並、粗砂多含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙８.５１.６６.４短頸壺イＳＸ０２１４１

Ｃ-４７口完ナデ、工具によるハ
ケハケ、ケズリ良礫少、粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
橙（８.９）−１４.０壺ア、イＳＸ０２１４２

ゆがみ有Ｃ-４０口８/１２ハケナデ、ハケ、ケズリ良粗砂少、細砂
並、赤色粒少含

にぶい
黄橙〜
黄灰

にぶい
黄橙（７.５）−１３.２壺アＳＸ０２１４３

Ｃ-４８口４/１２ナデ、ハケ、ミガキハケ後ミガキ、ケズ
リ良礫少、粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（７.５）−１３.０壺イＳＸ０２１４４

外面黒斑有Ｃ-１５３口１/１２擬凹線４条、ヨコナ
デ、ハケヨコナデ、ケズリ良粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（７.６）−２０.０壺ウＳＸ０２１４５

Ｃ-５１口２/１２
擬凹線５条、ミガキ
後ヨコナデ、ハケ後
ミガキ、ハケ

工具によるヨコナ
デ、ハケ後ミガキ、
ケズリ

良粗砂並、赤色粒
少含浅黄橙浅黄橙（８.７）−２０.５壺イＳＸ０２１４６

内外面赤彩Ｃ-５４口３/１２ミガキ、キザミ１列ミガキ良粗砂並含浅黄浅黄（５.４）−１１.８壺イＳＸ０２１４７

Ｃ-１３０口１/１２ミガキミガキ良粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（５.２）−１１.２壺イＳＸ０２１４８

Ｃ-１６８口３/１２ミガキミガキ、ケズリ良礫少、粗砂少、
赤色粒少含浅黄にぶい

黄橙（５.０）−１４.２壺イ、ウＳＸ０２１４９

Ｃ-１８５頸１/１２工具によるヨコナ
デ、ミガキ

工具によるヨコナ
デ、ミガキ、ケズリ良礫少、粗砂少含

灰黄〜
にぶい
黄橙

灰黄〜
にぶい
黄橙

（５.７５）−１８.２壺ウＳＸ０２１５０

外面煤付着Ｃ-１０８口３/１２ミガキ、ヨコナデ後
ミガキ

ヨコナデ、ミガキ、
ケズリ後ミガキ、指
頭圧痕

良粗砂並、赤色粒
少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（６.５）−１０.０壺ウＳＸ０２１５１

Ｃ-１７９口２/１２ヨコナデ、列点紋、
ハケヨコナデ良礫少、粗砂並、

赤色粒少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.１）−１５.３壺エＳＸ０２１５２

外面赤彩Ｃ-１４１口３/１２ヨコナデヨコナデ良粗砂多、赤色粒
少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.７）−１１.０壺イＳＸ０２１５３

Ｃ-１８３口１/１２ヨコナデミガキ、ケズリ良礫多、粗砂多、
赤色粒少含

にぶい
橙褐灰（３.５）−１３.２壺ウＳＸ０２１５４

Ｃ-１８４口３/１２ヨコナデヨコナデ、ケズリ良礫少、粗砂並含灰黄にぶい
黄橙（４.５）−１３.０壺ウＳＸ０２１５５

内外面赤彩、内
面黒斑有Ｃ-１３６口１/１２

底完ミガキミガキ、ケズリ後ミ
ガキ良礫少、粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙１３.０２.７１２.０壺イＳＸ０２１５６

外面黒斑有Ｃ-１４６口４/１２ヨコナデ、ナデヨコナデ、ナデ、ケ
ズリ良粗砂多、赤色粒

多含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙１３.４４.０９.６壺ウＳＸ０２１５７

Ｃ-２３１ナデ、指頭圧痕、ミ
ガキナデ良粗砂少含

にぶい
褐、灰
褐

にぶい
黄橙（６.４）−−壺ウＳＸ０２１５８

Ｃ-１０７底１０/１２ミガキ、ナデケズリ良礫少、粗砂多、
赤色粒少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.８）２.９−壺ウＳＸ０２１５９

内外面赤彩Ｃ-２１８底完ミガキ磨耗の為調整不明良
礫少、粗砂少、
細砂並、赤色粒
多含

にぶい
橙

にぶい
橙（２.７）４.３−壺ウＳＸ０２１６０
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第７表　出土遺物観察表６

備　　考実測
番号遺存率調整（外）調整（内）焼成胎　　土色調

（外）
色調
（内）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

口径
（㎝）器種遺構

詳細遺構報告
番号

外面煤付着、底
部ゆがみ有Ｃ-４４底完ハケ、ケズリヨコナデ、工具によ

るナデ、良礫少、粗砂並含灰黄灰黄（４.４）２.２−壺アＳＸ０２１６１

外面煤付着Ｃ-４１口４/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ、ハケ、ケ
ズリ良礫少、粗砂多、

赤色粒少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（１６.６）−１７.８壺ア-砂層ＳＸ０２１６２

外面黒斑有、外
面赤彩Ｃ-１６５口４/１２ミガキミガキ、ケズリ良礫少、粗砂少、

赤色粒少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（３.８）−１２.０壺ウＳＸ０２１６３

Ｃ-４３口３/１２ミガキミガキ、ケズリ後ナ
デ良礫少、細砂並、

赤色粒少含
淡黄〜
灰淡黄（７.８）−１７.４鉢アＳＸ０２１６４

Ｃ-３９口６/１２
底完ヨコナデ、ハケケズリ後ハケ、ケズ

リ後ナデ、指頭圧痕良礫少、粗砂並、
細砂少含

淡黄〜
にぶい
橙

淡黄６.０３.７１４.０鉢アＳＸ０２１６５

Ｃ-１７５口２/１２ミガキミガキ、ケズリ後ミ
ガキ良礫少、粗砂少、

赤色粒多含浅黄橙にぶい
黄橙（４.５）−１０.９鉢ウＳＸ０２１６６

Ｃ-１７２口２/１２ミガキミガキ良礫多、粗砂多、
赤色粒少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.３）−１１.１鉢ウＳＸ０２１６７

内外面赤彩Ｃ-１７６口１/１２ミガキミガキ良粗砂並、赤色粒
少含

にぶい
橙浅黄橙（３.７）−１３.８鉢ウＳＸ０２１６８

内外面煤付着Ｃ-１７４口１/１２ヨコナデ、ハケヨコナデ良粗砂少含灰黄褐灰黄褐（３.３）−１３.２鉢ウＳＸ０２１６９

Ｃ-１７１口２/１２ミガキかミガキ良礫少、粗砂並、
細砂少含淡黄淡黄（４.６５）−９.７鉢イ-畦

（セク-ハ）ＳＸ０２１７０

内外面赤彩、外
面煤付着Ｃ-７２口１/１２ミガキ、ナデかミガキ、ケズリ良礫少、粗砂多含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（９.８）−３０.０鉢ウＳＸ０２１７１

Ｃ-１５１口１/１２
底完ミガキミガキ良礫少、粗砂多含浅黄〜

黄灰
にぶい
黄橙７.９３.１５１５.６鉢ウ、

ウ-東ＳＸ０２１７２

内外面赤彩Ｃ-７０口７/１２ヨコナデ、ハケミガキ、ハケ良礫少、粗砂多、
赤色粒並含浅黄浅黄（９.０）−１８.４鉢イＳＸ０２１７３

Ｃ-１６９胴２/１２ミガキナデ、ハケ良粗砂並含浅黄灰黄（３.６）−−鉢かウＳＸ０２１７４

Ｃ-７７口２/１２
底完ミガキ、ヨコナデミガキ、ヨコナデ良礫並、粗砂並、

赤色粒並含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙７.１７.３１１.８台付鉢ウＳＸ０２１７５

Ｃ-６０底完ミガキ、ナデミガキ良礫少、粗砂並、
赤色粒多含浅黄橙浅黄橙（３.３）４.７−台付鉢イＳＸ０２１７６

外面黒斑有、底
部にゆがみ有Ｃ-５８ほぼ

完形ナデナデ良礫少、粗砂並含褐灰〜
灰黄褐

にぶい
黄橙〜
明黄褐

５.８３.３８.９鉢イＳＸ０２１７７

外面煤付着Ｃ-２０３底完ハケケズリ良粗砂並含灰黄にぶい
黄橙（３.４）２.７−底部ア、イＳＸ０２１７８

内面炭化物付
着、外面煤付着Ｃ-１５８底部完ハケ、ナデケズリ良礫並、粗砂多含黄灰にぶい

黄橙（５.７）２.６−底部ウＳＸ０２１７９

Ｃ-６９底完ハケ、ナデケズリ良礫少、粗砂多含にぶい
黄橙黄灰（１１.８）２.８−底部イ-PitＳＸ０２ １８０

外面煤付着Ｃ-２０７底完ハケケズリ、指頭圧痕良粗砂多、赤色粒
少含

にぶい
黄橙灰黄（４.９）３.０−底部イＳＸ０２１８１

内面黒斑有か、
外面黒斑有Ｃ-１５４底完ハケ、ナデハケ後ナデ良粗砂多含

暗灰、
にぶい
黄橙

暗灰（４.９）５.０−底部イ、ウＳＸ０２１８２

Ｃ-１８１底７/１２ナデ、ハケ、工具に
よるナデケズリ良礫多、粗砂並含

にぶい
黄橙〜
黄灰

黄灰〜
灰（５.８）５.６−底部ウＳＸ０２１８３

外面黒斑有、底
部楕円形Ｃ-１５７底完ハケケズリ良礫並、粗砂多含灰白灰白（５.９）「７.０｣−底部ウ-東ＳＸ０２１８４

Ｃ-２２９底６/１２ハケ、ナデケズリ良礫少、粗砂多、
赤色粒少含

にぶい
黄橙、
黒

暗灰（５.６）３.０−底部アＳＸ０２１８５

内面炭化物、外
面煤付着Ｃ-５９底完ハケケズリ後ナデ良礫少、粗砂並含灰黄褐にぶい

黄橙（８.０）１.５−底部イＳＸ０２１８６

Ｃ-２０２底完ハケケズリ後ナデ良礫少、粗砂並含にぶい
黄橙暗灰（２.８）１.５−底部アＳＸ０２１８７

Ｃ-１５９底９/１２ミガキ、ナデナデ良礫少、粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（２.２）３.２−底部アＳＸ０２１８８

外面黒斑有Ｃ-１５６底完ミガキ、ケズリ後ナ
デ、工具によるナデケズリ良礫並、粗砂多含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（４.８）５.３−底部ウ-畦

（セク-フ）ＳＸ０１１８９

Ｃ-４２底完ミガキ、ハケ後ヨコ
ナデ、ヨコナデ

ケズリ、ナデ、ヨコ
ナデ良礫少、粗砂多、

赤色粒並含淡黄淡黄（４.０）１３.５−底部アＳＸ０２１９０

内外面煤付着Ｃ-１８０底完ミガキ、ヨコナデ後
ミガキ、擬凹線３条

ケズリ後ミガキ、ハ
ケ状工具によるナ
デ、ハケ、ヨコナデ

並礫少、粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（３.４）７.６−底部ウＳＸ０２１９１

Ｃ-１４９底１０/１２ミガキ、ヨコナデミガキ、ナデ良礫少、粗砂並、
赤色粒少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.７）９.５−底部ウＳＸ０２１９２

Ｃ-６５底６/１２ミガキミガキ、ナデ良粗砂並、黒雲母
少含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.９）１０.３−底部イＳＸ０２１９３

Ｃ-２００底４/１２ミガキ、ミガキ後ヨ
コナデ

ハケ、ナデ、ヨコナ
デ良粗砂並、赤色粒

少、雲母少含灰黄灰黄（４.６）９.０−底部ウＳＸ０２１９４

Ｃ-６２底完ミガキ、ナデミガキ、ナデ良粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.３）６.０−底部イＳＸ０２１９５

Ｃ-６１底完ミガキ、ナデミガキ良礫少、粗砂多、
赤色粒少含

にぶい
黄橙浅黄橙（２.５）６.６−底部イＳＸ０２１９６

第４節　遺　　　物
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第３章　調査の方法と成果

第８表　出土遺物観察表７

備　　考実測
番号遺存率調整（外）調整（内）焼成胎　　土色調

（外）
色調
（内）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

口径
（㎝）器種遺構

詳細遺構報告
番号

外面黒斑有Ｃ-１７８摘み
１１/１２ミガキケズリ後ミガキ良粗砂多含浅黄橙浅黄橙（３.３）−４.２底部ア-砂層ＳＸ０２１９７

Ｃ-７５口１０/１２
裾４/１２

ケズリ後ハケ後ミ
ガキ、ヨコナデ、ケ
ズリ後ミガキ

ハケ後ミガキ、シボ
リ目後ナデ、ケズ
リ、ハケ

良礫少、粗砂並、
赤色粒少含

にぶい
橙

にぶい
橙１２.０裾部

１３.３１０.８高坏ウＳＸ０２１９８

外面赤彩、透か
し孔２個１組
２カ所有

Ｃ-５６裾３/１２ミガキ、ケズリ後ミ
ガキ、ハケ後ミガキミガキ、ナデ、ハケ良礫少、粗砂並含橙にぶい

黄橙（１３.９）裾部
１２.２−高坏イＳＸ０２１９９

内外面赤彩Ｃ-６７口１１/１２
裾１/１２

ケズリ後ハケ後ミ
ガキ

ハケ後ミガキ、ナデ、
シボリ目後ナデ、ハケ良礫少、粗砂並含赤橙にぶい

黄橙１６.１裾部
１３.４２２.７高坏イ-畦

（セク-ハ）ＳＸ０２２００

内面黒斑有、透
かし孔３カ所
有

Ｃ-６８口５/１２
底６/１２ミガキミガキ、シボリ目、

ケズリ、ハケ良礫少、粗砂並、
赤色粒少含

にぶい
黄灰黄１９.２裾部

１３.６２６.９高坏イＳＸ０２２０１

Ｃ-１９１口１/１２
ケズリ後ヨコナデ、
ケズリ、ケズリ後ミ
ガキ

ハケ後ヨコナデ、ヨ
コナデ後ミガキ、ケ
ズリ後ハケ後ミガキ

良粗砂多含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.２）−２３.８高坏ウＳＸ０２２０２

内面煤付着Ｃ-１９０口１/１２ケズリ後ミガキミガキ良粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（６.２）−２４.６高坏ウＳＸ０２２０３

Ｃ-１９４口２/１２
ミガキ後ヨコナデ
か、ケズリ後ハケ後
ミガキか

ハケ後ヨコナデ後
ミガキか、ミガキ良粗砂少含灰黄、

黄灰
灰黄、
黄灰（６.９）−１７.２高坏アＳＸ０２２０４

外面黒斑有Ｃ-１２６口１/１２ミガキミガキ良粗砂少、赤色粒
少含灰黄褐にぶい

黄橙（６.８）−２７.４高坏イＳＸ０２２０５

Ｃ-１２９口６/１２ミガキケズリ後ミガキ良粗砂少含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（７.２５）−１７.７高坏アＳＸ０２２０６

Ｃ-６４口９/１２ケズリ後ミガキケズリ後ミガキ良礫少、粗砂並、
赤色粒少含浅黄橙にぶい

黄橙（６.４）−１２.１高坏アＳＸ０２２０７

透かし孔４カ
所有Ｃ-１１８脚完

裾１/１２
ケズリ後ミガキ、凹
線１２条、ヨコナデ

ミガキ、シボリ目、
ナデ、ハケ後ナデ良粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（９.７５）裾部

１４.１−高坏イＳＸ０２２０８

Ｃ-２２４裾１/１２ケズリ後ミガキミガキ、シボリ目、
ケズリ、ハケ良礫少、粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（９.７）裾部

１３.０−高坏ウＳＸ０２２０９

透かし孔４カ
所有Ｃ-１２４裾１１/１２ケズリ後ミガキ後

ハケ、ミガキ

シボリ目後ケズリ、
ヨコナデ後ハケ、ヨ
コナデ

良粗砂並含にぶい
橙

にぶい
黄橙（９.９）裾部

１３.６−高坏ウＳＸ０２２１０

内面黒斑有Ｃ-８７裾１１/１２ミガキ、ヨコナデシボリ目、ハケ、工
具によるヨコナデ良粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（８.０）裾部

１４.２−高坏イ、ウＳＸ０２２１１

透かし孔４カ
所有Ｃ-２２２裾３/１２ミガキ、ヨコナデナデか、ケズリ、ヨ

コナデ後ミガキ良粗砂並、赤色粒
少含浅黄橙浅黄橙（１１.７）裾部

１６.０−高坏ウＳＸ０２２１２

透かし孔３カ
所有かＣ-２２５脚完ミガキ

ミガキ、シボリ目、
ナデ、工具によるヨ
コナデ

良粗砂並、赤色粒
並含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（９.７）−−高坏イＳＸ０２２１３

内外面煤付着Ｃ-１２５裾２/１２
ケズリ後ハケか後
ミガキ後一部ケズ
リ

シボリ目、ナデ、ハ
ケ後ヨコナデ後一
部ミガキ

良粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（９.０５）裾部

１２.６−高坏ウＳＸ０２２１４

Ｃ-２２６脚完ケズリ後ミガキミガキ、シボリ目、
ナデ、ハケ良礫少、粗砂並含にぶい

黄橙
にぶい
黄橙（４.５）−−高坏ウ-東ＳＸ０２２１５

Ｃ-１２３裾３/１２ハケ後ミガキミガキ、ナデ、ハケ後
ヨコナデ、ヨコナデ良粗砂並含にぶい

黄橙灰黄（６.９５）裾部
１０.６−高坏ウ-畦

（セク-フ）ＳＸ０２２１６

内面煤付着、透
かし孔３カ所
有

Ｃ-８０裾３/１２ミガキ、ヨコナデミガキ、シボリ目、
ケズリ、ナデ、ハケ良粗砂少含浅黄橙にぶい

橙（１３.０）裾部
１４.２−高坏ウＳＸ０２２１７

内外面煤付着、
透かし孔４カ
所有

Ｃ-８１裾９/１２ハケ後ミガキ、ミガ
キ、ヨコナデ

ミガキ、シボリ目、
ケズリ後ナデ、ケズ
リ後ヨコナデ

良粗砂並、赤色粒
少含浅黄橙浅黄橙（１１.４）裾部

１４.８−高坏ウＳＸ０２２１８

透かし孔２段有
上段４カ所、下段
２個１対４カ所

Ｃ-９１裾１/１２ミガキ、ヨコナデシボリ目、ハケ、ヨ
コナデ良粗砂少含

にぶい
黄橙〜
灰褐

にぶい
黄橙（１１.５）裾部

１５.４−高坏アＳＸ０２２１９

透かし孔４カ
所有Ｃ-８５口３/１２ミガキ、ケズリミガキ、ヨコナデ、

シボリ目良礫少、粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（１３.５）−２２.６器台イＳＸ０２２２０

Ｃ-１９７ケズリ後ミガキ、ミ
ガキ

ミガキ、ケズリ後ミ
ガキ良粗砂並含灰白灰白（７.４）−−器台ア-砂層ＳＸ０２２２１

Ｃ-１６２口１/１２ヨコナデ後ミガキ、
ケズリ後ミガキ

ヨコナデ後ミガキ、
ミガキ良粗砂並、赤色粒

少含橙橙（２.５）−１６.７器台かウＳＸ０２２２２

外面煤付着、透
かし孔２個１
対３カ所有

Ｃ-２２３裾１/１２ケズリ後ミガキ
ケズリ、シボリ目後
ナデ、ナデ、ヨコナ
デ

良粗砂多含浅黄橙浅黄橙（９.４）裾部
１３.６−器台ウＳＸ０２２２３

内外面煤付着、
外面赤彩、透か
し孔４カ所有

Ｃ-７９裾完ミガキ、凹線６条、
キザミ１列

シボリ目後ナデ、ヨ
コナデ良礫少、粗砂並含橙にぶい

黄橙（１２.６）裾部
１５.９−器台ウＳＸ０２２２４

Ｃ-１２７裾１/１２ミガキ
ケズリ後ミガキ、シ
ボリ目、ハケ状工具
によるヨコナデ

良粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（１０.４）裾部

１５.８−器台アＳＸ０２２２５

透かし孔４カ
所有Ｃ-８６裾１/１２ミガキ

ケズリ、シボリ目、
ヨコナデ、ケズリ後
ミガキ

良粗砂少含にぶい
橙

にぶい
橙（９.７）裾部

１５.２−器台アＳＸ０２２２６

透かし孔４カ
所有Ｃ-１９６脚完ケズリ後ミガキ、ハ

ケ後ミガキ
ミガキ、ケズリ、ヨ
コナデ良粗砂並、赤色粒

少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（１０.７）−−器台ウＳＸ０２２２７

内外面黒斑有Ｃ-８３裾６/１２ケズリ後ハケ後ミ
ガキ

ミガキ、ケズリ後ナ
デ、ケズリ、ハケ良粗砂並含灰黄褐灰黄褐１２.５裾部

１４.０−器台ウＳＸ０２２２８
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第９表　出土遺物観察表８

備　　考実測
番号遺存率調整（外）調整（内）焼成胎　　土色調

（外）
色調
（内）

器高
（㎝）

底径
（㎝）

口径
（㎝）器種遺構

詳細遺構報告
番号

Ｃ-８２裾６/１２ケズリ後ミガキ、ハ
ケ後ミガキ

ミガキ、ケズリ、粗
いケズリ後ハケ後
ミガキ

良礫多、粗砂多、
赤色粒少含

にぶい
橙浅黄橙（１０.２）裾部

１５.２−器台ウＳＸ０２２２９

外面煤付着、透
かし孔４カ所
有

Ｃ-２２８脚完ミガキミガキ、シボリ目、
ケズリ、ヨコナデ良粗砂並含

にぶい
橙〜褐
灰

にぶい
橙（７.７）−−器台アＳＸ０２２３０

Ｃ-１９３脚完ミガキケズリ、ミガキか良粗砂並含浅黄橙浅黄橙（６.４）−−器台かウＳＸ０２２３１

内外面煤付着Ｃ-１８６裾１/１２擬凹線３１条ミガキ良礫少、粗砂並、
赤色粒少含橙にぶい

黄橙（４.４）裾部
２６.２−器台イＳＸ０２２３２

透かし孔有（数
不明）Ｃ-１２０裾３/１２ヨコナデ、ミガキナデ、ヨコナデ、凹

線２条〜３条良粗砂多含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.５）裾部

１３.０−脚部
ウ、
ウ-畦

（セク-フ）
ＳＸ０２２３３

内外面赤彩Ｃ-１４７ハケ後ミガキナデ、シボリ目良粗砂少含赤橙赤橙（３.２５）−−小型
器台ウＳＸ０２２３４

Ｃ-１３２
摘み
６/１２
底３/１２

ヨコナデ、ミガキナデ、ミガキ良粗砂並、赤色粒
並含

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙２.９５６.５摘み

２.０蓋ウＳＸ０２２３５

Ｃ-１３４摘み完
底３/１２ミガキハケか良粗砂多、赤色粒

少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙３.５８.２摘み

２.７蓋ウＳＸ０２２３６

Ｃ-２１２摘み
５/１２ミガキシボリ目後ナデ、ハ

ケ良粗砂並含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.２）−摘み

３.２蓋ウＳＸ０２２３７

Ｃ-１３１摘み完
底３/１２ミガキナデ良礫少、粗砂並、

赤色粒少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙４.４９.０摘み

２.７蓋イＳＸ０２２３８

外面赤彩Ｃ-６６摘み完
底１/１２ミガキナデ、ケズリ、ハケ

後ミガキ、ミガキ良粗砂並、赤色粒
少含橙にぶい

黄橙５.０５９.６摘み
３.８５蓋イＳＸ０２２３９

Ｃ-１３３摘み完
底７/１２

ナデ、ミガキ、ケズ
リ後ミガキ

ナデ、ケズリ後ミガ
キ良粗砂並、赤色粒

少含
にぶい
黄橙

にぶい
黄橙３.６９.８摘み

３.０小蓋甕ウ-東ＳＸ０２２４０

外面黒斑有、底
部にゆがみ有Ｃ-５７ケズリ後ミガキ、ミ

ガキミガキ良粗砂少含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（８.４）−−蓋かイＳＸ０２２４１

Ｃ-１７７小片ミガキナデ良粗砂少含にぶい
黄橙

にぶい
黄橙（４.３）−−握手アＳＸ０２２４２

第１０表　出土遺物観察表９

備　　考実測
番号材質重量（ｇ）最大厚

（㎝）
最大幅
（㎝）

最大長
（㎝）器種遺構詳細遺構報告

番号

石-１ガラス質
安山岩６.４２０.７２１.０９７.２０石錐Ｐ１２２４３

石-１４安山岩４２.４２１.６１７.０３５.２２スクレイパー排土２４４

石-１５安山岩１８.１５１.１０６.６９３.３０二次加工のある剝片ＳＸ０２２４５

石-１０細粒砂岩２７３.５４２.２５８.５０１４.９０打製石斧アＳＸ０２２４６

石-９安山岩（２８０.６１）２.２５（７.７０）（１５.００）打製石斧アＳＸ０２２４７

石-８安山岩（２２３.２１）２.３０７.６０（１１.５０）打製石斧ウ-ＳＫ０１ＳＸ０２２４８

石-３凝灰岩（３１３.４０）３.１５９.１０（１１.４５）打製石斧ウＳＸ０１２４９

石-７安山岩（３２６.８７）３.５０８.２０（９.６５）打製石斧ウ-ＳＫ０１ＳＸ０２２５０

石-６安山岩（７６.４１）１.８０（５.６５）（７.８５）打製石斧イＳＸ０１２５１

石-５デイサイト（５５０.８２）４.４０６.７５１１.２５敲石アＳＸ０１２５２

煤付着石-１７安山岩（１８８.３６）（４.８０）（３.９０）（１２.２０）敲石ウＳＸ０２２５３

未成品の可能性も有石-１３安山岩３０４.４６３.８０４.００１３.６０敲石イＳＸ０２２５４

石-１１中粒砂岩４４０.６１５.７０６.６０８.５０敲石ウＳＸ０２２５５

石-１６角閃石
安山岩（４０３２.００）１３.１０（１６.５０）（１４.５０）台石イＳＸ０２２５６

割れた後も使用か石-４火山礫
凝灰岩（１０３６.８８）５.６５１０.４０（１４.５０）台石イＳＸ０１２５７

石-１２凝灰岩（２０９.６４）３.２０（５.９０）（１０.３０）砥石ウＳＸ０２２５８

石-１９チャート（１５２.５５）４.９０４.７０（６.２０）砥石ウ-（セク-フ）ＳＸ０２２５９

トーンの部分がすり面石-２０軽石１０.８４２.５０５.２０６.９０砥石ウＳＸ０２２６０

トーンの部分がすり面石-１８軽石４.０９２.３０３.９５３.１５砥石ウＳＸ０２２６１

煤付着、額谷石石-２凝灰岩（２３５.９９）（４.６０）（８.０５）（１０.９５）行火ＳＤ０４２６２

第４節　遺　　　物



−５５−

第４章　総　　　括

　調査区の概ね北東側おいては中世、南西側においては弥生時代後期後葉から古墳時代前期の遺構を

確認した。以下、２時期の様相について若干述べ、総括とする。

第１節　弥生時代後期から古墳時代前期

　調査区南西側において、土坑１基、溝２条、河道（ＳＸ０１・ＳＸ０２）などを検出した。最大幅５ｍ以

上を測る河道がそのうちの約半分の広さを占め、それ以外では遺構の分布密度が低かった。周辺の遺

跡でも、大溝が「環濠」的に集落を取り巻くように走ると推定されており（本田・安１９９５　２８頁）、本遺

跡の河道も集落域の境界に位置していたと考えられる。このような様相から、調査区南西側は集落域

の縁辺部にあたり、集落の中心は調査区南側（河道右岸）に展開していたと推定される。

　河道から弥生時代後期後葉から古墳時代前期初頭の土器が多量に出土した。ＳＸ０２（イ）トレンチの

土層断面では河道上層部（第３章第３節第７項で「新河道」と仮称、河道埋没過程で形成された筋状の窪

地とも考えられ、常時流水を伴う小河道とまでは断定できない）の多くの層で土器が含まれていること

が確認され、断続的に土器が廃棄された状況が窺われる。土坑状の凹み（ＳＸ０２内ＳＫ０１）、ＳＸ０２ウ

区の暗褐色粘質土、さらにはＳＸ０１イ区でまとまって土器が出土している（図版５参照）。出土遺物に

は赤彩が施された壺（１００・１０２）、高坏（６８・１０３）、装飾器台（７３）が含まれていた。これら土器集中箇所

以外でも壷（１５６）、高坏（２００）、器台（２２４）、鉢（４８）、蓋（２３９）、鉢（１６４）小型器台（２３４）などの赤彩精製

品や、甕形（２６・１１８・１１９など）・鉢形（５３）などのミニチュア土器がみられる。その他に多くの高坏（５９・

６０など）・器台（６９・７０など）も出土している。これらのうちには、当然、祭祀に関連する資料も含まれ

ており、河道への土器の断続的な廃棄の背景には単なる破損以外に、河道近くで執り行われたであろ

う何らかの祭祀的行為に伴う廃棄の可能性が考えられる。一方、赤彩が施されたものも含め、煤が付

着した壺（４３・１００など）、高坏（６２、２１４・２１７など）、器台（２２４など）、鉢（１６９）が確認でき、祭祀的行為

に火が関連していた可能性も考慮される。

　河道などから出土した土器は、弥生時代終末（月影式期）のものが主体を占め、それに古墳時代前期

初頭の白江式期のものが含まれてこよう。白江式期に残存する月影式系統の土器と月影式期のそれと

を個体レベルで截然と区分することには難しい面がある。なお弥生時代後期後葉の法仏期のものはほ

とんど目立たない。河道右岸側に存在すると考えられる集落についても、弥生時代後期後葉〜終末期

に成立し、同終末期に盛期を迎え、古墳時代前期初頭に衰退していったと推定される。本遺跡の存続

期間は県内では集落の増加時期にあたり、それと軌を一にしている。本遺跡と同様な存続期間を示す

周辺の遺跡として、高堂遺跡（戸澗幹夫他・１９９０）、佐野Ａ遺跡（川畑１９９５）、大長野Ａ遺跡（本田・安

１９９５）などがあげられ、さらに現在確認できているよりも多くの数の集落が存在する可能性が考えられ

る。

第２節　中　　　世

　調査区北東側で、柱穴列、柵、竪穴状遺構、溝などの中世の遺構を検出した。出土土器、遺構の主

軸方向、覆土などから中世の集落について考える。
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　ＳＤ０１は覆土が黒褐色粘質土で、竪穴状遺構とほぼ同じである。またＳＤ０１出土遺物は１２〜１３世紀

の加賀焼、竪穴状遺構のそれは１４世紀まで下らない土師器が出土した。このことから両遺構は１２〜１３

世紀頃の遺構とみることができるのではないか。竪穴状遺構は調査区端部に位置するため、主軸方向

は明らかではない。

　柱穴列Ⅰ・ＳＡ０１・ＳＡ０２の主軸方向は（Ｎ−３０〜３５° −Ｅ）の範囲にあり、これらの間に位置するＳ

Ｄ０４は調査区南端から屈曲する途中までの範囲では主軸方向が（Ｎ−３５° −Ｅ）で、これらの遺構は主軸

方向がほぼ同一である。またこれらの遺構の覆土は暗褐色土あるいは暗褐色粘質土を主体としており、

さらには柱穴列ⅠのＰ０７出土の土師器は１４世紀後半の遺物で、ＳＤ０４からは１５世紀前半の行火などが

出土した。このような点から、柱穴列Ⅰ、ＳＡ０１・ＳＡ０２、ＳＤ０４は１４世紀後半を上限とする遺構と

考えられるのではないか。ところで、５０㎝以上の大きな柱穴を主体とし、柱間が４ｍ以上を測る掘立

柱建物は１４世紀後葉〜１５世紀中葉と１５世紀後葉〜１６世紀前半の２期に存在していたという報告がある

（吉田２０００）。この報告の前半段階と柱穴列ⅠのＰ０７から出土した土師器の時期は齟齬するものではな

い。

　ＳＤ０２・ＳＤ０３は覆土が暗褐色粘質土を主体とし、ＳＤ０２から１４〜１５世紀の青磁、ＳＤ０３から時期

不明の中世土師器が出土した。両溝は調査区東端から約５ｍ北側における直線部分の主軸方向がそれ

ぞれ（Ｎ−１７° −Ｅ）、（Ｎ−２０° −Ｅ）であり、ＳＤ０４の屈曲後の主軸方向が（Ｎ−２３° −Ｅ）で近似する。

ＳＤ０２・ＳＤ０３は１４〜１５世紀頃の遺構で、主軸方向は異なるが柱穴列Ⅰ、ＳＡ０１・ＳＡ０２、ＳＤ０４も

同時期と考えられるのではないか。

　柱穴列Ⅱ（正確には「柱穴群」）のＰ０４から胎土が１５〜１６世紀頃とみられる土師器が出土しており、柱

穴列Ⅱは１５〜１６世紀頃の遺構とみることもできるのではないか。

　時期の確認できる遺物が少量で、時期を特定するには無理があるかもしれないが、遺構の主軸方向、

切り合い関係などから、本遺跡の中世集落は１２〜１３世紀（中世前半）と１４世紀後半から１６世紀頃（中世後

半）の２時期に営まれたと推測される。後者の遺構が多く確認されたことから、石子町ハサバダ遺跡で

今回確認された中世集落は中世後半を主体とすると考えられる。

第２節　中　　　世
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図版 ５

調査区南西側遺構検出状況（南西から）

ＳＤ０８（南東から）

ＳＸ０２（南から）

ＳＸ０１イ区遺物出土状況（北東から）

ＳＤ０７（西から）

ＳＸ０１（南から）

ＳＸ０１（ウ）トレンチ土層断面（南から）

調査区壁面土層Ｅ地点（東から）

遺構 ５
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集落の縁辺部と推測される。河道からは多量の土器が出土しており、まとまりをなす地点もみられ
た。祭祀に関係したと考えられる器種もみられ、河道近くでの祭祀行為も想定される。土器の年代
から、河道右岸（調査範囲の南側）に存在が推定される集落は、弥生時代後期後葉から終末期に成立
し、同終末期に盛期を迎え、古墳時代前期初頭に衰退していったと考えられる。
　調査区北東側では、中世の集落を確認した。出土遺物、遺構の主軸方向・切り合い関係から１２〜
１３世紀と１４世紀後半〜１６世紀頃との２時期がみられ、主体は中世後半である。

要　　約
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